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「平成24年度施政方針」

特集

確かな希望ある未来を共に

【今月の表紙】

3月 15 日㈭に町内 3中学校の卒業式が行われました。

取材にうかがった三芳東中学校卒業式の後、

3年 3組の皆さんで思い出の教室内で撮影。

※ 3年 3 組なので、3本指でポーズ！
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現
在
の
大
き
な
課
題
は
、経
済
成
長

期
に
地
域
配
置
さ
れ
老
朽
化
し
た
施
設

の
維
持
管
理
費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

で
す
。公
共
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
町
有

財
産
の
維
持
管
理
の
効
率
化
と
資
源
の

有
効
活
用
な
ど
経
営
改
革
が
急
務
で
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
基
本
計
画
、
実

施
計
画
、
事
務
事
業
評
価
、
予
算
編

成
等
が
、
ば
ら
ば
ら
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
委
員
制
度

を
導
入
し
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
専
門
委
員
、
行
政
評
価
専
門
委
員

を
設
置
し
ま
す
。
全
体
が
有
機
的
に

機
能
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変

え
て
い
き
、
効
率
的
で
合
理
的
な
経

営
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
、
第
２
次
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
平
成
24
年
４

月
〜
平
成
28
年
３
月
）
の
策
定
が
完

01
地域活力を

促す経営改革

了
し
ま
す
。
さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
図
り
つ
つ
、
第
４
次
総

合
振
興
計
画
の
後
期
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

政
策
研
究
所
「
自
治
基
本
条
例
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
調
査
・

研
究
に
よ
る
提
言
を
受
け
、
住
民
を

主
体
と
し
た
検
討
組
織
を
設
置
し
ま

す
。
自
治
基
本
条
例
の
策
定
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
公
募
制
で
は
、
住
民
提

案
型
の
事
業
委
託
制
度
を
導
入
し
ま

す
。
提
案
を
企
業
や
市
民
活
動
団
体

な
ど
か
ら
募
集
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
効
率
よ
い
「
三
芳
町
」
を
目
指
し

ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
に
つ
い

て
は
、
各
行
政
連
絡
区
単
位
に
も
ど

し
、
町
の
主
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て
広

く
意
見
を
お
聞
き
し
政
策
形
成
に
役

立
て
て
ま
い
り
ま
す
。
「
出
前
町
長

室
」
も
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
課
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
目
標
実
現
へ

向
け
た
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善

の
プ
ロ
セ
ス
を
積
み
重
ね
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待

に
応
え
ら
れ
る
、
信
頼
さ
れ
る
三
芳

町
役
場
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
の
た

め
の
職
員
研
修
を
行
な
い
ま
す
。

　

公
正
な
職
務
の
遂
行
を
確
保
し
、

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
町
政
を
確
立
す

る
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例

（
法
令
遵
守
）
は
、
職
員
に
よ
っ
て

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
年
度
中

に
は
、
制
定
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
任
期
付
き
の
民
間
人
の

採
用
に
よ
っ
て
、
行
政
に
民
間
の
風

を
入
れ
、
組
織
の
活
性
化
と
政
策
能

02
住民力が活き

る協働の

新たな展開へ

03
思いやりの

心で

住民サービス

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
課
題
を
解
消
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
る
た
め
若

干
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
地
域
振
興

課
を
自
治
安
心
課
に
、
環
境
産
業
課

を
環
境
課
と
観
光
産
業
課
に
、
社
会

教
育
課
を
生
涯
学
習
課
に
改
め
、
文

化
財
保
護
課
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

　

「
思
い
や
り
」
の
心
の
元
は
、
誠

の
心
で
す
。
全
身
全
霊
で
全
力
を
尽

く
す
誠
の
心
で
職
務
に
励
む
、
そ
し

て
、
そ
の
心
を
住
民
の
皆
さ
ま
に
向

け
た
時
に
「
思
い
や
り
」
に
な
る
の

で
す
。
「
思
い
や
り
」
の
心
で
住
民

の
皆
さ
ま
に
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
■

　

活
力
が
あ
り
元
気
な
町
は
、
若
い

人
が
あ
こ
が
れ
、
住
み
た
い
と
思
う

町
で
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
で
共
働

き
の
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
子
育
て

と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
急
務
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

民
間
認
可
保
育
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
本
町
で
２
園
目
の
民
間
保
育

園
が
開
園
し

ま
し
た
が
、

待
機
児
童
を

解
消
す
る
に

は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
高
ま

る
保
育
需
要

に
応
え
る
た

め
、
平
成
25

年
度
藤
久
保

北
松
原
区
画

整
理
地
内
に

民
間
認
可
保

育
園
の
新
設

を
目
指
し
、

事
前
協
議
を

す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
規
に
待
機
児
童
解
消

に
向
け
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
活
用

事
業
を
行
い
ま
す
。
保
育
所
の
入
所

待
ち
児
童
受
け
入
れ
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
25
年
民
間
保
育
園
の
開
設
ま
で

の
間
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
一

時
保
育
を
活
用
し
受
け
皿
と
す
る
も

の
で
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
学
童

保
育
室
の
需
要
が
増
え
る
中
、
定
員

を
超
え
て
い
る
大
規
模
な
学
童
保
育

室
を
分
割
し
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

藤
久
保
第
２
学
童
の
工
事
を
行
い
ま

す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
医
療
と
一
体
化
し
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
は
２
市
１
町
区

域
の
医
療
機
関
で
現
物
給
付
を
行
い
、

子
育
て
家
庭
の
利
便
性
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
育
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
つ
い
て
、
現
在

あ
る
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
て
、

「
子
育
て
支
援
の
ペ
ー
ジ
」
と
題
し

て
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
集
約

し
ま
し
た
。
な
お
、
任
意
予
防
接
種

の
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
も
全
額
公
費
負
担
に
よ
り
女

性
と
子
ど
も
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
養
成

事
業
と
し
て
、
「
は
じ
め
て
の
要
約

筆
記
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。
高
齢

者
施
策
と
し
ま
し
て
は
、
ね
た
き
り

老
人
等
手
当
と
介
護
手
当
と
を
統
合

し
、
介
護
手
当
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

組
織
機
構
の
変
更
に
よ
っ
て
精
神

障
害
者
小
規
模
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
役
場
本
庁
舎
に
移
り
、
同
種
の

業
務
の
重
複
が
解
消
さ
れ
事
務
効
率

が
向
上
す
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
地

域
の
み
ん
な
が
高
齢
者
と
と
も
に
暖

か
い
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現

に
む
け
、
介
護
保
険
事
業
、
高
齢
者

支
援
事
業
及
び
介
護
予
防
事
業
等
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
高
齢
者

の
運
動
教
室
「
み
よ
し
い
も
っ
こ
体

操
」
は
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
と
も
に
、
引
き
こ
も
り
防
止
、
見

守
り
と
な
る
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
更
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
事
業
で
す
が
、「
胃
が

ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診
事
業
」

を
新
規
に
導
入
し
住
民
の
健
康
保
持

及
び
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
財
政
運

営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

国
に
お
け
る
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
大
綱
に
基
づ
く
議
論
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
町
の
国
保
運
営
協
議
会

で
円
滑
な
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
広

く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
■

01
子育てで

住みたくなる

町に

02
心豊かに

いきいきと

安心して

暮らせる町に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

　昨年、１月14日に町長に就任して、早くも１年が経過いたしました。
私は、マニフェスト「未来開拓宣言」を掲げ、３つの約束、７つの挑
戦、43項目にわたる宣言を公表させていただきました。
　１年を経過した先月、マニフェストの進捗状況を自己検証しました。
他自治体の首長や議会が採用している審査基準で採点したところ、
41.4％の達成率でした。今後、達成率の低い分野を重点分野として位
置づけ取り組んでまいります。
　私たちの使命は、過去から未来へと確かなバトンをつなぐこと、未
来の時間、未来の子ども達に責任を負うことだと考えます。それが、
私たちの使命と責任であり、それを実現するのは今を生きる私たちの
固い決意のもとに結ばれた「絆」と未来への「希望」ではないでしょ
うか。今こそ、私たちも「絆」を固く結び、いかなる困難をも乗りこえ
て、確かな「希望」ある未来に共に歩んでいく時だと考えます。

確かな希望ある未来を共に

平成24年度施政方針
　平成24年2月28日に行われた第二回三芳町議会定例会の
冒頭において、林伊佐雄町長が町政実現に向けた施政方針
を表明しました。その内容を掲載します。

三芳町長　林　伊佐雄

23
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三
芳
町
公
立
学
校
施
設
耐
震
化
計

画
に
基
づ
き
、
唐
沢
小
学
校
屋
内
運

動
場
と
三
芳
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化

補
強
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
工
事
が
完
了
す
れ
ば
、
耐
震
化

率
は
86
％
を
超
え
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
工
事
に
向
け

て
の
上
富
小
学
校
校
舎
並
び
に
屋
内

運
動
場
、
竹
間
沢
小
学
校
屋
内
運
動

場
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
業

務
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
学
校
施
設
管
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
向
け
て
各
学
校
の
現
状
調
査
を

行
い
、
空
調
の
方
式
、
設
置
費
用
に

係
る
維
持
費
用
な
ど
の
基
礎
調
査
を

進
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

は
、
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
で
す
。
給
食
セ
ン

タ
ー
並
び
に
地
域
拠
点
施
設
の
基
本

設
計
等
を
進
め
施
設
建
設
に
着
手
し

ま
す
。

　

中
学
校
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
ア
ジ
ア
方
面
と
し
て
マ

レ
ー
シ
ア
へ
の
訪
問
を
計
画
し
て
お

01
安心で

子どもの心を

育む町に

り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
仲
間
と
の
友
好

と
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
親
善
訪

問
団
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
特
別
支
援
教
育
充
実
の
一

環
と
し
て
、
竹
間
沢
小
学
校
に
発
達

障
が
い
・
情
緒
障
が
い
通
級
指
導
教

室
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別

な
指
導
を
今
後
も
引
き
続
き
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

※
喫
緊
…
差
し
迫
っ
て
重
要
な
こ
と

　

生
涯
学
習
の
振
興
と
社
会
教
育
の

充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
を
教
育
委
員
会
に
移
管
し
ま

し
た
。

　

中
央
公
民
館
に
代
わ
る
地
域
拠
点

施
設
の
整
備
に
関
し
ま
し
て
は
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
併
設
で
基
本

設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

施
設
の
規
模
や
機
能
に
つ
い
て
は
、

地
域
拠
点
施
設
建
築
計
画
策
定
委
員

会
の
報
告
を
尊
重
し
、
多
く
の
人
が

集
い
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
施
設
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
に
伴
い
、
中
央
公
民
館
は
平

成
24
年
３
月
末
を
以も

っ
て
や
む
な
く

閉
館
し
ま
す
。
新
施
設
の
開
館
ま
で

の
２
年
余
、
何
か
と
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
高
齢
大
学
中
央
教
室
な

ど
は
継
続
し
２
館
体
制
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
中
の
「
子

ど
も
た
ち
に
読
書
の
喜
び
を
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
本
町
に
住
む
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
読
書
の
楽
し
さ

に
ふ
れ
ら
れ
る
環
境
を
作
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど

関
係
各
所
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
大
人
を
対
象
と
し
た
図
書
館
事
業

も
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
各
地
区
子
ど
も

会
育
成
会
の
支
援
を
継
続
す
る
と
共

に
、
町
民
総
ぐ
る
み
の
青
少
年
育
成

活
動
に
加
え
、
宇
宙
に
一
つ
の
「
三

芳
町
」
に
誇
り
に
感
じ
、
郷
土
愛
を

は
ぐ
く
む
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。　

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
事
業
に

つ
い
て
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
目
的
に
、
地
元
企
業
チ
ー
ム
の
協

力
を
得
て
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

機
構
改
革
に
よ
り
、
文
化
財
保
護

課
を
新
設
し
ま
し
た
。
社
会
教
育
課

の
文
化
財
保
護
係
と
歴
史
民
俗
資
料

館
を
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
専
門

職
の
相
互
協
力
の
環
境
が
整
い
、
文

化
財
保
護
・
普
及
に
関
す
る
施
策
が

機
能
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

文
化
財
保
護
事
業
と
し
て
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
保
護
と
調
査
、
郷
土
芸

能
な
ど
の
無
形
の
文
化
財
の
保
護
と

継
承
、
建
築
物
な
ど
の
保
護
と
活
用
、

古
文
書
の
保
存
と
内
容
の
記
録
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
富
新
田
地

割
の
景
観
の
保
全
と
活
用
、
車
人
形

の
保
護
と
普
及
な
ど
他
市
町
村
に
な

い
特
有
の
文
化
財
の
保
護
も
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
復
活
40
周
年
を
迎
え

る
車
人
形
や
「
日
本
の
里
100
選
」
に

選
ば
れ
た
三
富
新
田
を
広
く
紹
介
す

る
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
新
規
事
業
と

し
て
は
、
本
町
の
特
産
物
で
あ
る
サ

ツ
マ
イ
モ
の
調
査
研
究
並
び
に
紹
介

の
一
環
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
大
学
を

講
座
と
し
て
創
設
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
が
推
進
す
る
雇
用
対

策
事
業
と
し
て
歴
史
史
料
・
文
化
財

図
書
整
理
事
業
を
実
施
し
、
史
料
や

図
書
の
保
存
管
理
を
図
る
と
共
に
、

展
示
や
講
座
等
で
活
用
可
能
な
収
蔵

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
■

02
生きがいと

自己実現の

町に

　

こ
の
度
の
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学
校
、
防
災

関
係
機
関
・
団
体
で
構
成
す
る
地
域

防
災
検
討
委
員
会
に
よ
り
、
「
地
域

防
災
初
期
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策

定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
特
定
の
指
定

避
難
所
（
学
校
）
を
拠
点
と
し
た
モ

デ
ル
地
区
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

共
助
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
備
蓄
内
容
の
見
直
し
を

行
い
、
避
難
所
生
活
に
お
け
る
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
対
策
や
非
常
用
ト
イ
レ
、

食
糧
な
ど
、
要
援
護
者
や
女
性
・

幼
児
等
に
配
慮
し
た
物
品
の
拡
充
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
の
市
町
村
同
士
助

け
合
い
制
度
に
基
づ
く
支
援
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
大
熊
町
等
に
対
し
て
も

保
健
師
を
派
遣
し
、
引
き
続
き
復
興

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
本
部
庁

舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
入
間
東
部

地
区
消
防
組
合
に
お
い
て
３
年
計
画

で
進
め
て
い
ま
す
。

01
災害に強い

まちづくり

　

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
は
、
鶴
瀬

駅
か
ら
国
道
254
号
線
ま
で
の
鶴
瀬
駅

西
通
り
線
の
全
幅
員
で
の
開
通
を
何

よ
り
も
早
く
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
的
に
は
事
務
手
続
き
等
に

時
間
を
要
す
る
見
込
み
で
組
合
の
協

力
を
得
な
が
ら
地
区
の
都
市
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
な
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
住
民
の

交
通
安
全
確
保
の
た
め
交
通
安
全
施

設
の
整
備
を
順
次
施
工
し
て
ま
い
り

ま
す
。　

　

信
号
機
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
か
ら
の
要
望
を
東
入
間
警
察
署

に
提
出
し
、
強
く
要
請
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
管
内
で
の
設

置
数
が
極
め
て
極
僅
か
で
あ
り
要
望

に
沿
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
引
き

続
き
積
極
的
に
要
望
活
動
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
灯
設
置
管
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
防
犯
灯
整
備
を
進
め
ま
す
。
蛍

光
灯
か
ら
LED
灯
へ
の
移
行
を
進
め
て
、

安
全
な
地
域
環
境
の
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
藤
久
保

交
差
点
の
交
通
渋
滞
の
解
消
及
び
歩

行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
藤
久
保

交
差
点
の
右
折
禁
止
の
解
除
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

既
設
配
水
塔
の
撤
去
解
体
と
耐
震

基
準
に
合
っ
た
配
水
塔
改
築
工
事
を

平
成
25
年
度
に
ま
た
が
っ
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
審
議
会
等

で
水
道
料
金
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

広
く
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。

　

一
般
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
藤
久
保
第
６
区
地
内
に

浸
透
井
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
（
汚
水
管
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
管
敷
設
事
業
と

し
て
、
藤
久
保
第
１
区
画
整
理
地
内

及
び
北
永
井
地
内
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備

し
ま
す
。

　

緑
地
保
全
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

地
林
の
適
正
管
理
を
目
的
に
、
み
よ

し
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊
と
の
協
働

に
よ
る
平
地
林
管
理
を
推
進
し
緑
地

の
環
境
整
備
と
緑
地
保
全
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

保
存
樹
木
の
枯
れ
枝
落
下
事
故
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
道
路
に

面
す
る
保
存
樹
木
診
断
を
実
施
し
ま

す
。
「
日
本
の
里
100
選
」
に
選
ば
れ

た
三
富
新
田
の
ケ
ヤ
キ
並
木
修
景
事

業
を
行
い
、
生
態
系
に
配
慮
し
な
が

ら
植
樹
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

後
世
の
子
ど
も
達
に
緑
豊
か
な
環

境
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
既
存
の

平
地
林
を
伐
採
し
、
萌
芽
更
新
を
促

し
、
研
究
成
果
を
全
町
的
な
平
地
林

の
再
生
に
つ
な
げ
て
い
け
る
制
度
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
園
は

住
民
に
と
っ
て
、
ゆ
と
り
と
う
る
お

い
が
実
感
で
き
る
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間

で
あ
る
と
同
時
に
、
緑
の
創
出
と
保

全
、
都
市
景
観
の
形
成
、
自
然
環
境

と
の
共
生
、
災
害
時
の
一
時
避
難
場

所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
庁
舎
周
辺
の
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
等
の
設
置
に
向
け
て
住
民
参

加
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
等
施
設
管
理
事
業
と

し
て
、
公
園
や
子
供
広
場
の
安
全
・

安
心
利
用
を
目
的
に
、
遊
具
の
安
全

点
検
や
修
繕
、
清
掃
、
樹
木
剪
定
等

の
維
持
管
理
に
努
め
公
園
等
で
の
事

故
防
止
や
憩
い
の
場
の
提
供
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
す
。
■

02
都市基盤整備

と安全な

生活道路整備

03
安全で

安定した

水の供給に

04
公園の整備と

緑化の推進

豊
か
な
生
涯
学
習
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

み
ど
り
豊
か
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

45
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
放

射
線
の
影
響
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ

ま
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な
環

境
を
確
保
し
、
特
に
子
ど
も
た
ち
へ

の
健
康
に
対
す
る
不
安
を
少
し
で
も

01
安心安全な

環境を未来の

子ども達に

解
消
す
る
た
め
、
昨
年
11
月
下
旬
に

町
の
対
応
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
利
用
す
る
頻
度
の
高
い

小
中
学
校
、
保
育
施
設
な
ど
の
公
共

施
設
を
優
先
し
て
放
射
線
詳
細
測
定

を
実
施
し
、
周
辺
よ
り
高
い
放
射
線

量
が
測
定
さ
れ
た
場
合
に
は
低
減
対

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。　

　

昨
年
12
月
に
は
、
農
家
が
販
売
す

る
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
し
、
風

評
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
農
産
物
放
射

線
影
響
自
主
検
査
の
費
用
に
対
し
て

一
部
補
助
を
行
う
対
策
事
業
を
創
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
所
給
食
と

小
中
学
校
給
食
で
使
用
す
る
食
材
の

放
射
性
物
質
の
検
査
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
安
全
な
環
境
を
確
保
す
る

た
め
放
射
線
対
策
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
町
の
ご
み
焼
却
場
は
平

成
14
年
度
に
稼
働
停
止
し
て
か
ら
、

ふ
じ
み
野
市
と
の
共
同
処
理
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
稼

働
を
目
指
し
て
い
る
広
域
ご
み
処
理

施
設
建
設
事
業
は
、
事
業
者
選
定
、

地
域
整
備
事
業
、
建
設
用
地
取
得
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進
及
び

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
を

始
め
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
は
、
ほ
う
れ
ん
草
、

か
ぶ
、
小
松
菜
、
狭
山
茶
、
富
の
川

越
い
も
な
ど
高
品
質
な
野
菜
が
生
産

さ
れ
県
内
有
数
の
農

業
生
産
地
で
す
。
首

都
近
郊
と
い
う
立
地

条
件
を
活
か
し
都
市

型
農
業
へ
移
行
し
、

農
業
経
営
も
転
換
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。　

今
年
度
は
、
新
た
に

２
つ
の
新
規
事
業
を

開
始
し
、
三
芳
町
野

菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
、
産
地
間
競
争

に
勝
ち
抜
け
る
「
農

業
の
町
・
三
芳
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
農
商
工
連

携
６
次
産
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
で
す
。

農
業
者
の
生
産
性
の
向
上
や
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
の
農
産
物

を
活
用
し
た
加
工
品
の
研
究
開
発
や

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
な
ど
６
次

産
業
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
町
の
モ

デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
支
援
事
業
で
す
。
中
核
的
担
い

手
農
家
の
意
欲
あ
る
若
い
農
業
者
に

よ
り
（
仮
）
「
み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
研
究
会
議
」
を
設
置
し
、

「
み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
実
践
し
て
い
く
事

業
に
対
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
近
年
、
充
実
し
た
余

暇
活
動
の
一
つ
と
し
て
土
に
触
れ
、

作
物
を
作
る
楽
し
み
、
新
鮮
で
安

心
・
安
全
な
作
物
が
手
に
入
る
な
ど
、

体
験
農
園
・
市
民
農
園
の
需
要
も
増

え
て
い
ま
す
。
新
た
な
開
設
へ
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

02
三芳町の野菜

はちょっと違

う。

若さで

チャレンジ！

　

本
町
は
、
数
多
く
の
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
光

資
源
を
発
掘
・
活
用
し
「
住
ん
で
よ

し
訪
れ
て
よ
し
」
の
町
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
政
策
研
究
所
の
観
光
の
町

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
観
光

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
を
す

す
め
て
い
ま
す
が
、
政
策
提
言
で
良
い

も
の
は
即
事
業
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

03
新たな時代へ

の転換期に

小さくとも

輝く町に

　

今
年
度
は
、
政
策
研
究
所
で

（
仮
）
「
日
本
の
里
100
選
三
富
新
田

再
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
近
世

開
拓
史
資
料
館
跡
地
利
用
も
含
め
、

世
界
に
誇
れ
る
文
化
、
農
業
遺
産
で

あ
る
三
富
新
田
の
再
生
に
向
け
て
研

究
し
ま
す
。

　

昨
年
好
評
で
あ
っ
た
、
三
富
新
田

で
の
世
界
一
の
「
い
も
掘
り
大
会
」

も
実
施
し
、
三
富
新
田
や
「
三
芳

町
」
の
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

的
に
三
芳
町
地
域
経
済
活
性
化
懇
談

会
を
設
置
し
ま
す
。
本
町
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
の
産
業
の
基
盤
を
活
か

し
た
企
業
誘
致
な
ど
特
色
あ
る
経
済

活
性
化
事
業
を
展
開
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

西
の
玄
関
口
構
想
と
し
て
進
め
て

い
た
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
平
成
20
年

８
月
の
地
区
協
議
会
以
降
、
財
政

状
況
や
フ
ル
化
に
対
す
る
賛
否
の
声

に
よ
り
、
検
討
が
中
止
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

フ
ル
化
（
車
種
制
限
も
含
む
）
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
施
策
の

推
進
、
三
富
の
自
然
や
環
境
の
保
全

等
広
い
視
野
か
ら
本
町
の
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
検
討
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
、
庁

舎
内
に
検
討
チ
ー
ム
を
再
編
し
、
今

ま
で
の
経
過
を
検
証
し
、
関
係
機
関

に
検
討
再
開
を
周
知
し
、
方
向
性
を

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
■

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
各
自
治
体
と
も

地
域
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、

必
死
に
な
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
身
を

削
り
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
大
き
な
流
れ
の

中
で
、
こ
こ
数
年
が
「
三
芳
町
」
の

命
運
を
決
す
る
正
念
場
で
あ
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
実
を
結
び
始
め
、
政
策
研
究
所
も

改
革
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
始
動
し
始

め
ま
し
た
。

　

今
、
こ
こ
で
、
私
た
ち
は
「
三
芳

町
」
の
未
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

住
民
の
皆
さ
ま
と
英
知
を
結
集
し
、

確
か
な
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い
く
時

だ
と
考
え
ま
す
。

　

一
日
一
日
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
施

策
の
積
み
重
ね
に
「
三
芳
町
」
の
命

運
が
か
か
っ
て
い
る
と
肝
に
銘
じ
、

大
勢
の
皆
さ
ま
方
の
声
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
町
政
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

むすびに

環
境
と
調
和
し
た
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

7
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「
予
算
」
っ
て
そ
も
そ
も

何
だ
ろ
う
？

予
め
。
読
み
方
を
ご
存
じ
で
す

か
？
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
読

み
ま
す
。
予
算
と
い
う
言
葉
を
「
予
め

算
出
す
る
」
と
考
え
れ
ば
何
と
な
く
分

か
り
そ
う
で
す
ね
。

　

４
月
１
日
の
新
年
度
が
始
ま
る
前
に

一
年
間
で
、
税
金
な
ど
の
収
入
が
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
金
額

が
必
要
な
の
か
を
「
あ
ら
か
じ
め
」
見

積
も
り
ま
す
。
こ
の
町
の
１
年
間
の
収

入
と
支
出
の
見
積
も
り
の
こ
と
を
「
予

算
」
と
い
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

平
成
24
年
度
三
芳
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
、
依
然
と
し

て
本
町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
等
の
収

入
が
減
少
し
て
い
る
う
え
に
、
今
後
ま

す
ま
す
「
福
祉
・
医
療
・
介
護
」
な
ど

の
社
会
保
障
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
既
存
事
業

及
び
新
規
事
業
等
を
精
査
し
、
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
財
源
と
し
て
は
、
町
税

が
全
体
の
６
０.

０
％
を
占
め
、
町
債

９.

２
％
、
国
庫
支
出
金
７.

４
％
、

繰
入
金
５.

７
％
、
県
支
出
金
５.

１
％
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民
生

費
が
全
体
の
３
１.

６
％
を
占
め
、
つ

づ
い
て
総
務
費
１
３.

９
％
、
教
育
費

１
３.

６
％
、
衛
生
費
１
２.

２
％
、

土
木
費
１
１.

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
事
業
と
し
て
は
、
胃
が

ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診
事
業
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

金
事
業
、
唐
沢
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐

震
補
強
事
業
、
三
芳
中
学
校
校
舎
耐
震

補
強
事
業
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設

等
事
業
負
担
金
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
算
書
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
は

何
が
違
う
の
？

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
特
別
会

計
は
、
予
算
を
使
用
す
る
用

途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
は
目
的
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
「
介
護
保
険
特
別
会
計
」
は
、

介
護
保
険
に
関
す
る
費
用
と
い
う
目
的

に
対
し
て
だ
け
予
算
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
ほ
か
の
国
民
健
康
保
険
や

後
期
医
療
保
険
な
ど
に
は
使
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

特
別
会
計
以
外
の
支
出
な
ど
は
一
般

会
計
で
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
違
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計項目 平成24年度
予算等金額 前年比

国民健康保険特別会計 4,464,596千円 8.94％

後期高齢者医療特別会計 310,748千円 14.70％

介護保険特別会計 1,557,740千円 △2.95％

水道事業
会計

収益的収入 715,927千円 △1.92％

収益的支出 777,308千円 2.95％

資本的収入 131,188千円 △22.34％

資本的支出 498,867千円 △10.46％

下水道事業特別会計 811,781千円 △12.56％

過去４年間の当初予算推移。平成
21年から23年まで増加してきまし
たが、今年度は前年比0.2％減とな
りました。

当初予算の推移

国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険及び下水道事業の特別会計の予算につきましては、総額、71億4,486

万5千円で前年度と比較して3.5％の増となっています。また、水道事業は収益と資本を合わせた総支出が12億

7,617万5千円で、前年度と比較して2.7％の減となっています。

特別会計

予算推移 一般会計の歳出

一般会計の歳入 平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
前
年
比
0.2
％
減
の
予
算
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

成
立
し
た
予
算
に
従
い
、
計
画
ど
お

り
に
事
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
予
算
が
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

町
が
行
っ
て
い
く
事
業
が
決
定
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

予
算
成
立
ま
で
の
過
程
（
下
段
参

照
）
を
経
て
、
今
年
度
の
予
算
額
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
（
一
般
会
計
）
は
１
１
６
億
６
３
５
９
万
６
千
円
の
前
年
度
比
0.2
％
減
と

な
り
ま
し
た
。

10月 11月 12月 2月 3月

〈予算成立までの過程〉

三芳町平成24年度予算
町では厳しい財政状況の中、限られた財源を活かし行政サービスを行っています。
皆様からの税金がどのように活かされるのか、平成24年度予算の概要をご報告
いたします。 【問い合わせ】財務課財政係（内線414）

89

１
１
２
億
１
６
３
３
万
２
千
円

１
１
５
億
６
５
２
５
万
６
千
円

１
１
６
億
８
７
８
８
万
５
千
円

１
１
６
億
６
３
５
９
万
６
千
円

予算編成方針
経済状況や町の財政
状況、政策などを踏
まえて予算編成方針
を決定します。

予算要求
予算編成方針に基づ
き、各課で事業の実
施に必要な予算を財
務課に要求します。

予算査定
予算要求が適正なも
のかどうか、経費削
減、財源確保が行われ
ているか検討します。

予算案の作成・成立
予算査定が終わり、予算の
案を確定します。議会の審
議・議決を受けた後、予算
が成立します。

今年度の予算編成過程(11月～1月)では新規事業の採択過程を公開し、事業の目的や必要性、事業費を明らかにし
透明性のある事業採択を目的とし、住民の皆さんからの意見を募集しました。
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〈公募補助金制度の結果〉
町では公募補助金制度を導入し、36団体に補助金を決定しました。

公募補助金の結果、申請等の手続きをお知らせします。

〈三芳町消防団の新役員決定〉
地域を守るために活躍される消防団役員の皆さんをご紹介します。

中央公民館を利用していた皆さんも、ぜひご活用ください。

〈市民活動支援センターの紹介〉
市民活動支援センターとして新たに活動場所を１つ増やしました。

サークルやボランティア団体等の皆さんが活動する場として利用してください。

お知らせ お知らせ

公
募
補
助
金
制
度
を

導
入

　

町
で
は
昨
年
度
か
ら
、
各
種
団
体
に

対
し
て
交
付
さ
れ
る
補
助
金
に
つ
い
て

公
募
補
助
金
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
69
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
、

有
識
者
や
住
民
か
ら
な
る
「
三
芳
町
公

募
補
助
金
等
検
討
委
員
会
」
の
審
査
結

果
及
び
申
請
団
体
と
の
協
議
、
今
ま
で

の
団
体
の
実
績
、
功
績
等
も
考
慮
し
、

総
合
的
に
町
が
判
断
決
定
し
ま
し
た
。

公
募
補
助
金
制
度
の
結
果

　

今
回
の
公
募
補
助
金
制
度
を
通
し

て
、
今
ま
で
前
例
踏
襲
的
に
交
付
し

て
い
た
補
助
金
を
整
理
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
、
団
体
に
対
し
て
補
助
し

て
い
た
総
額
で
は
対
前
年
度
予
算
比
で

１
８
８
万
８
６
０
円
減
額
と
実
績
に
即

し
た
形
で
の
補
助
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
４
団
体
に

対
し
て
補
助
金
が
採
択
決
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
３
つ
に
分
類
さ

れ
決
定
し
ま
し
た
。


公
募
団
体
と
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の

：
36
団
体
１
５
５
７
万
５
０
０
円


町
の
施
策
と
し
て
団
体
に
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の

：
22
団
体
７
１
２
万
１
６
０
０
円


町
が
直
轄
で
行
う
事
業
と
し
て
補
助

す
る
も
の

：
８
団
体
４
５
１
万
７
０
４
０
円

※
不
採
択
団
体
は
、
３
団
体
で
す
。

（
な
お
、
公
募
補
助
金
採
択
決
定
し
た

団
体
に
つ
い
て
は
左
表
を
参
照
）

　

ま
た
、
補
助
金
採
択
決
定
し
た
団
体

に
対
し
て
、
町
は
原
則
、
今
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

公
募
補
助
金
申
請
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

昨
年
度
初
め
て
公
募
補
助
金
制
度
を

導
入
し
た
結
果
、
固
定
化
、
既
得
権
化

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
補
助
交
付
に
関
し
、

新
た
な
活
動
団
体
に
も
町
か
ら
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
募
補
助
金
制
度
は
今
年
度
も
実
施

し
、
新
た
な
市
民
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
団
体
か

ら
の
公
募
補
助
金
申
請
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

採
択
後
の

必
要
な
手
続
き

　

採
択
さ
れ
た
後
に
、
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
度
、
交
付

申
請
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
（
町
補

助
金
の
交
付
に
関
す
る
規
則
）
。
ま
た
、

補
助
事
業
の
終
了
後
、
会
計
年
度
の
終

了
後
に
は
実
績
報
告
や
決
算
報
告
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

決
算
内
容
に
応
じ
て
、
補
助
額
の
一

部
を
精
算
し
て
も
ら
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

交
付
期
間
中
の

主
な
手
続
き


団
体
が
交
付
申
請

　
　

▲


町
が
交
付
決
定
及
び
交
付

　
　

▲


事
業
終
了
後
、
団
体
が
実
績
報
告

　
　

▲


会
計
年
度
終
了
後
、
団
体
が
決
算 

　

報
告

　
　

▲


決
算
に
応
じ
て
精
算

Z
政
策
秘
書
室
政
策
推
進
係

（
内
線
４
２
２
・
４
２
３
）

公募補助金採択決定団体
（36団体）

単年度補
助限度額
（単位：千円）

1 三芳町女性爽の会 60

2 三芳町区長会 280

3 東入間交通安全協会三芳支部 200

4 三芳町交通安全母の会 100

5 三芳町体育協会 2,520

6 三芳町体育指導委員連絡協議会 90

7 みよしグリーンサポート隊（新規団体） 60

8 三芳町遺族会 190

9 所沢地区更正保護女性会三芳支部 30

10 三芳町身体障害者福祉会 150

11 三芳町手をつなぐ親の会 100

12 三芳町こころの健康づくりをすすめる会 30

13 三芳医会 200

14 三芳町食品衛生協会 35

15 三芳町料理飲食店組合 20

16 三芳町環境保全協力会 20

17 入間東部労働組合連合会 15

18 三芳町４Ｈクラブ 50

19 三芳町茶業研究会 20

20 三芳町農業経営研究会 64

21 三芳町川越いも振興会 100

22 三芳町農家組合長連絡協議会 24

23 三芳町青年農業者協議会 25

24 竹間沢ほたる育成会（新規団体） 250

25 三富落ち葉野菜研究グループ（新規団体） 50

26 三芳町商工会 10,000

27 三芳町小学校体育連盟 55

28 三芳町連合PTA連絡協議会 282.5

29 三芳町郷土芸能保存協議会 30

30 日本ボーイスカウト三芳団育成会 40

31 三芳小学校PTA 20

32 上富小学校PTA 20

33 竹間沢小学校PTA 20

34 三芳中学校PTA 20

35 三芳町文化協会 280

36 子ども学習広場（新規団体） 120

新
た
な
活
動
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
が
活
動
す
る
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
役
場
３
階
の
２
室

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
７

階
の
会
議
室
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
た
皆
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
貸
出
期
間
】

　

原
則
と
し
て
半
日
ま
た
は
１
日
と

し
、
２
日
以
上
連
続
し
て
の
貸
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
貸
出
時
間
・
料
金
】

　

役
場
開
庁
日(

土
曜
開
庁
を
除
く)

の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で


午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜

４
時　

【
申
請
方
法
】

　

施
設
使
用
申
請
書
を
財
務
課
管
財
契

約
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
時
期
に
よ
っ
て
お
貸
し
で
き
な
い
期

間
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
目
的
や

活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
貸
し
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
使
用
料
金
等
の
詳
細
は
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Z
財
務
課
管
財
契
約
係

(

内
線
４
１
８
・
４
１
９)

お知らせ

消防団新役員の皆さん。

夜間巡回など地域に密着した活動も行っています。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
公

務
員
で
あ
る
消
防
官
と
は
異

な
り
、
一
般
の
住
民
と
し
て

他
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る

方
々
で
す
。
災
害
時
に
は
消

防
署
員
と
力
を
合
わ
せ
消
防

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
団
長
】
鈴
木
章
記

【
副
団
長
】
鈴
木
紀
啓

【
副
団
長
】
清
水
邦
宏

【
第
１
分
団
長
】
渡
辺
秀
敏

【
第
２
分
団
長
】
高
橋
和
外

【
第
３
分
団
長
】
荻
島
和
彦

【
第
４
分
団
長
】
荒
田
博
之

【
第
５
分
団
長
】
小
畑
勝
美

　

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
退
団
さ

れ
た
次
の
前
役
員
に
対
し
、

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
管

理
者
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。　

（
敬
称
略
）

【
団
長
】
高
山
誠
二

【
第
１
分
団
長
】
鹿
内
直
哉

【
第
２
分
団
長
】
阿
部
博
之

【
第
４
分
団
長
】
高
野
賢
治

Z
自
治
安
心
課
防
犯
防
災
係

（
内
線
２
６
５
・
２
６
６
）

市民活動支援センター３階を利用している様子

若葉サロン代表

熊谷くるみさん

11 10

利用するきっか
けは広報を見た
ことです。８回ほ
ど、ボランティア
活動で使ってい
ます。
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つけた火に　向いていますか　消す心
ー 入間東部地区消防組合 防火標語 ー

04

05

06

01

02

03

入間東部地区消防組合
三芳町・富士見市・ふじみ野市

みんなの消防
〒356-0052　ふじみ野市苗間1-13-28

ＴＥＬ　261-6000（代）　ＦＡＸ261-4395
HP ： http://www.irumatohbu119.jp/

E-mail ： shobo@irumatohbu119.jp（代）
火災の問い合わせ　ＴＥＬ049（263）0119（音声案内）
救急病院の御案内　ＴＥＬ049（261）6000（休日・夜間）

家
具
類
の
転
倒
・
落
下

防
止
を
し
ま
し
ょ
う

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
建
物
に
は

特
別
な
被
害
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

家
具
の
転
倒
や
散
乱
に
よ
っ
て
逃
げ
道

が
塞
が
れ
、
逃
げ
遅
れ
た
り
、
室
内
で

ケ
ガ
を
負
っ
た
方
が
多
数
い
ま
す
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
家
具
類

の
転
倒
落
下
防
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
安
全
確
保
】

・ 

高
齢
者
や
幼
児
の
寝
室
に
家
具
を
置

か
な
い

・ 

部
屋
の
出
入
口
付
近
に
家
具
を
置
か

な
い

・
重
い
も
の
を
下
の
ほ
う
に
収
納
す
る

・ 

家
具
の
上
に
ガ
ラ
ス
製
品
を
置
か
な

い

防　止

埼
玉
県
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
救
助
技
術
指
導
会

を
開
催
し
ま
す

　

５
月
18
日

午
前
９
時
か
ら
、
富
士

見
市
に
あ
る
消
防
訓
練
場
で
、
当
消
防

組
合
ほ
か
、
近
隣
消
防
本
部
の
参
加
に

よ
り
、
救
助
技
術
の
正
確
さ
・
迅
速
さ

を
競
う
、
消
防
救
助
技
術
指
導
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

見
学
は
自
由
で
す
。
臨
時
駐
車
場
と

し
て
富
士
見
市
民
文
化
会
館
・
キ
ラ
リ

ふ
じ
み
の
駐
車
場
を
ご
用
意
し
ま
し
た

が
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

自
動
車
で
の
お
越
し
は
な
る
べ
く
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課

（
２
６
１
）
６
０
０
４

お知らせ

最近よく耳にするＡＥＤ。必要のない患者に
誤って電気ショックを与えてしまわないでしょうか？

2012年４月１日発行

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、突然

心臓がけいれんをおこし心肺停止になった

場合に、心臓に電気ショックを与え、心臓

の動きを正常に戻す器械で、電源を入れる

と開始する音声案内に従って操作します。

　質問にある電気ショックの必要性の判断

は、器械が判断します。必要なければ、誤っ

てスイッチを押しても、電気ショックを与え

ません。

　皆さんの勇気と強い意志を持って救命処

置をお願いします。
▲埼玉県内のAED設置施設の表示

火
災
・
救
急
・
救
助
等

の
出
動
状
況

平
成
23
年
１
月
〜
12
月

　

住
宅
火
災
の
多
く
は
、
火
の
取
り
扱

い
の
不
注
意
が
原
因
で
す
。
昨
年
の
三

芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
で
の

火
災
の
件
数
は
68
件
で
す
。
平
成
22
年

に
比
べ
て
６
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
１

名
の
尊
い
命
と
、
多
く
の
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
出
動
件
数
は
９
千

656
件
で
、
平
成
22
年
に
比
べ
398
件
増
加

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
医
療
機
関
に
搬
送

さ
れ
た
う
ち
、
半
数
以
上
が
軽
症
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
救
急
車
の
適
正
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご報告

お知らせ 最新型車両を導入し、消防力の強化を図る
平成９年に配備した救助工作車の老朽化に伴い、３月に更新しました。
他の都道府県で、大規模な災害が発生した場合に応援出場する、緊急消防
援助隊に登録されています。


悪
路
を
走
破
す
る
４
Ｗ
Ｄ
の
シ
ャ
シ
ー
に
、

照
明
装
置
・
車
両
用
ク
レ
ー
ン
、
前
後
引
き

ウ
ィ
ン
チ
な
ど
を
搭
載　


車
内
は
防
火
衣
等

の
着
装
が
可
能　


高
度
救
助
資
機
材
を
積
載

お知らせ

春の火災予防運動を実施しました    3月1日～7日

【写真】ドクターヘリが役場前の総合運動グラウンドに

到着した様子。砂が舞わないように、着陸前に放水をします。

　消防署では、住民の皆さんに更なる防災意識を

高めてもらうため、火災予防運動期間中、火災予防

キャンペーンを実施しました。

　火災の発生を防止し、万一発生しても、尊い生命

と貴重な財産を守る事が目的です。

　住宅用火災警報器の設置推進と不適正販売への注

意、老朽化した消火器の破裂事故への注意のほか、

放火による被害の防止策をお知らせしました。

　また、大型店舗などを対象にした特別査察の実施

や、家庭内の防火対策の普及を目的に、消防職員・

消防団員が一般の家庭を訪問し、防火診断を実施し

ました。

●　住宅火災　いのちを守る７つのポイント　●
３つの習慣　
・寝たばこは絶対に禁止・ストーブの近くには燃えやすいものを
置かない・使用中のコンロから離れる時は、必ず火を消す
４つの対策
・住宅用火災警報器の設置・防炎品の使用・住宅用消火器・
近隣との協力体制

平成23年中の
出動状況

（1月～12月）

火　災
ー主な出火原因ー
放火　　　　 21件
（疑いを含む）
タバコ等　　　5件
コンロ　　　　5件
火あそび　　　4件

件名 件数

建物火災 36

車両火災 13

その他 19

合計 68

救　急
件名 件数

急病 6,008

一般負傷 1,356

交通 956

その他 1,336

合計 9,656

救　助
件名 件数

火災 29

交通事故 13

建物事故 8

機械事故 4

その他 24

合計 78

警戒救急支援等
件名 件数

救急支援活動 655

調査 116

警戒出動 112

その他 36

合計 919

●救急支援活動…救急隊
の活動を消防隊が支援活
動し、傷病者をより安全に
救急車に収容するための出
動。
●調査…異臭や焚き火の放
置などのうち、人的被害や
危険性の少なかった物に対
する出動。
●警戒出動…ガソリンの流
出など、危険物除去や、ガ
ス漏れによる報知器の鳴動
による出動。

消防
11Q

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？

ー
住
宅
用
火
災
警
報
器
ー

1213
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三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
、
国
や
県

の
取
り
組
み
や
提
言
、
町
の
第
４
次
総

合
振
興
計
画
に
沿
っ
て
、
毎
年
度
教
育

行
政
重
点
施
策
を
策
定
し
、
「
豊
か
な

知
性
と
感
性
を
は
ぐ
く
む
三
芳
教
育
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
18
年
12
月

に
教
育
基
本
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
の
実
情
に
即
し
た
教

育
の
理
念
や
方
針
を
基
に
、
学
校
教
育

と
社
会
教
育
を
柱
と
し
た
、
教
育
振
興

の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計

画
と
し
て
、
「
三
芳
町
教
育
振
興
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
平
成
24
年
度
か
ら
、
町
の

第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
最
終
年
度
と

な
る
平
成
27
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計

画
期
間
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
実
績
や
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
町

の
教
育
に
関
す
る
方
向
性
と
目
標
を
明

ら
か
に
し
、
目
標
ご
と
の
具
体
的
な
取

り
組
み
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

三芳町教育振興基本計画を策定

『豊かな知性と感性をはぐくむ三芳教育』
の実現へ

町の実情に即した教育の理念や方針を基に、学校教育と社会教育を
柱とした、教育振興のための施策に関する基本的な計画として

「三芳町教育振興基本計画」を策定しました。

『三芳町教育振興基本計画』は役
場４階資料室や各公民館、中央図
書館、歴史民俗資料館や町ホーム
ページでご覧いただけます。

今
後
４
年
間
を
見
通
し

た
三
芳
教
育
の
方
向
性

【
計
画
の
基
本
体
系
】
計
画
で
は
、

今
後
４
年
間
を
見
通
し
た
三
芳
教
育

の
方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
実
現
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ

る
具
体
的
な
内
容
を
次
の
よ
う
に
定

め
ま
し
た
。

（
１
）
基
本
理
念

　

三
芳
町
教
育
振
興
基
本
計
画
で

は
、
町
の
第
４
次
総
合
振
興
計
画
で

掲
げ
る
町
の
将
来
像

「
み
ん
な
が
つ
く
る　

み
ど
り
い
き

い
き　

ぬ
く
も
り
の
ま
ち
」

の
教
育
分
野
の
方
針
で
あ
る
、
基
本

計
画

「
豊
か
な
生
涯
学
習
を
は
ぐ

く
む
ま
ち
づ
く
り
」、
ま
た
、
教
育

基
本
法
の
「
生
き
る
力
」
と
い
う
理

念
を
踏
ま
え
、
本
町
の
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
次
の
基
本
理
念
を
掲

げ
ま
す
。

「
豊
か
な
知
性
と
感
性
を

は
ぐ
く
む
三
芳
教
育
」

〜
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み 

ぬ
く
も
り

の
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
拓
く
〜

（
２
）
基
本
方
針

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
て
、
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
て
諸
施
策
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
基
本
方
針
を
、
毎

年
度
策
定
し
て
い
る
『
三
芳
町
教
育

行
政
重
点
施
策
」の
中
で
掲
げ
る「
三

芳
教
育
の
目
標
』
か
ら
、
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
２
つ
の
柱
を
基
本
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。


未
来
を
拓
く

　
　
　
　
　

学
び
の
力

　

未
来
を
切
り
拓
き
社
会
の
変
化

に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
知
性
を
高

め
、
心
身
と
も
に
健
康
で
感
性
豊
か

な
心
と
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、
志
を

も
っ
た
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
成
し

ま
す
。


生
き
生
き
と
輝
く

　
　
　
　
　

学
び
の
場

　

す
べ
て
の
町
民
が
、
み
ど
り
豊
か

な
「
ふ
る
さ
と
三
芳
」
に
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学

び
、
そ
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
の
で

き
る
活
力
あ
る
生
涯
学
習
社
会
を
つ

く
り
ま
す
。

（ 

３
）基
本
目
標
、主
要
な

施
策
、主
な
取
組

　

基
本
方
針
ご
と
に
４
つ
ず
つ
、
合

わ
せ
て
８
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、

さ
ら
に
、現
状
と
課
題
に
沿
っ
た「
主

要
な
施
策
」、
具
体
的
な
方
策
と
し

て
の
「
主
な
取
組
」
を
設
定
し
、
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
知
性
と
感
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
の

「
基
本
目
標
と
主
要
な
施
策
」

（基本方針１）
　確かな学力と自立する力の育成
　１　確かな学力の育成
　２　伝統文化の尊重と国際性をはぐくむ教育の推進
　３　特別支援教育の推進
　４　進路指導・キャリア教育の推進
　５　新しい時代に対応する教育の推進
　豊かな心と健やかな体の育成
　１　人権を尊重する教育の推進
　２　豊かな心をはぐくむ教育の推進
　３　体験活動の推進
　４　教育相談・生徒指導の充実
　５　体力の向上と体育・健康教育の充実
　質の高い教育体制の充実
　１　教職員の資質・能力の向上
　２　学習環境の整備充実
　３　地域に開かれた特色ある学校づくり
　４　教育委員会運営の充実
　安心・安全な教育環境の整備
　１　学校施設・設備の整備拡充
　２　子どもたちの安心・安全の確保
　３　学校給食の充実
　４　地域ぐるみで学校を支援する体制の整備

（基本方針２）
　家庭・地域の教育力の向上
　１　家庭教育・子育て支援
　２　地域の教育力の充実と子どもの居場所づくり
　３　青少年教育と健全育成の推進
　生涯学習の振興と社会教育の充実
　１　生涯学習・社会教育の充実
　２　人権教育の推進
　３　公民館活動の充実
　４　図書館サービスの充実
　５　芸術文化の提供と創造
　生涯スポーツの振興
　１　スポーツ推進と健康増進
　２　スポーツ施設の整備充実
　３　スポーツ指導者の養成と団体支援
　文化財保護と郷土学習の推進
　１　文化財保護の推進
　２　遺跡の保護と調査研究の推進
　３　文化財の活用と郷土学習の推進
　４　資料館活動の充実

教育だより
問い合わせ
教育総務課施設庶務係
（内線535）

14



2012年４月１日発行広報みよし No.902

育・文化教 Education
Culture

ベント情報イ
Event

イベント情報 教育・図書

コピスみよし

　

今
年
度
よ
り
中
学
校
で
武
道
の
学
習

が
必
修
と
な
り
ま
す
。

　

武
道
は
、
我
が
国
固
有
の
文
化
で
あ

り
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
て
、
基
本
動

作
や
基
本
と
な
る
技
を
身
に
付
け
、
相

手
を
攻
撃
し
た
り
相
手
の
技
を
防
御
し

た
り
し
て
、
勝
敗
を
競
い
合
う
楽
し
さ

や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
運
動

で
す
。
互
い
に
相
手
を
尊
重
し
合
う
た

め
の
武
道
独
特
の
作
法
、
所
作
を
と
お

し
て
、
自
分
で
自
分
を
律
す
る
克
己
の

心
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
健
体
育
科
担
当
教
員
が
、

強
豪
校
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
淑
徳

大
学
女
子
柔
道
部
の
監
督
を
講
師
と
し

て
迎
え
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

柔
道
の
特
性
や
魅
力
を
失
う
こ
と
な

く
、
安
全
に
学
習
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
。
学
ぶ
姿
は
真
剣
そ
の

も
の
で
す
。
ま
ず
、
理
論
を
学
ん
だ
後
、

実
技
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
受
け
身

の
重
要
性
が
徹
底
的
に
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
に
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る
た
め

の
効
果
的
で
具
体
的
な
言
葉
か
け
や
、

単
調
な
繰
り
返
し
練
習
と
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
工
夫
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
試
合
形
式
の
練
習
で
は
、
使
用
す

る
技
を
指
定
す
る
な
ど
し
て
、
柔
道
の

攻
防
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
極
力
不
測

の
事
故
を
防
ぐ
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
柔
道
場
で
の
作
法
や
柔
道
着
の
た

た
み
方
の
指
導
ま
で
含
め
、
安
全
に
配

慮
し
た
指
導
の
中
で
、
柔
道
の
魅
力
は

十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
、

講
師
の
先
生
が
力
強
く
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲受け身の重要性を研修で徹底的に強調

　

竹
間
沢
の
鎮
守
で
あ
る
竹
間
神
社

は
、
江
戸
時
代
「
三

さ
ん
じ
ゅ
う
ば
ん
し
ん
し
ゃ

十
番
神
社
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
地
誌

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
一
八
三
〇

年
成
立
）
に
も

三
十
番
神
社　

村
内

の
鎮
守
と
す

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
十
番
神
と
は
、
神
仏
習
合
の
信
仰
で
、

毎
日
交
替
で
国
家
や
国
民
を
守
護
す
る

と
さ
れ
た
三
十
柱
の
神
々
で
す
。
伝
教

大
師
最
澄
に
よ
り
比
叡
山
に
祀
ら
れ
た

の
が
最
初
と
さ
れ
、
中
世
以
降
は
特
に

日
蓮
宗
に
お
い
て
法
華
経
守
護
の
神
と

さ
れ
、
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
竹
間
神
社
に
は
、
竹
間
沢
の
名

主
を
務
め
て
い
た
池
上
家
の
祖
先
喜
平

が
、
村
の
鎮
守
と
す
る
た
め
に
池
上
本

門
寺
の
日
照
和
尚
を
招
い
て
三
十
番
神

を
勧

か
ん
じ
ょ
う
請
し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
政
府
が

神
仏
習
合
の
習
慣
を
禁
止
し
、
神

社
と
寺
院
を
は
っ
き
り
区
別
さ
せ

る
た
め
の
神
仏
分
離
令
を
出
し
た

た
め
、
法
華
経
の
守
護
神
と
さ
れ
る

三
十
番
神
を
祭
神
と
し
て
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
竹
間
沢
の
「
三
十
番
神
社
」
は


八

や
ご
こ
ろ
お
も
い
か
ね
の
み
こ
と

意
思
兼
命

を
祭
神
と
す
る

こ
と
と
し
、
村
社
「
竹
間
神
社
」
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

八
意
思
兼
命

の

「
八
意
」
と
は
多
く
の
知
恵
、
「
思
」

は
思
慮
、
「
兼
」
は
兼
ね
備
え
る
の
意

味
で
、
「
多
く
知
恵
と
注
意
深
く
心

を
働
か
せ
て
考
え
る
こ
と
を
兼
ね
備

え
た
神
」
の
意
で
あ
り
、
思
想
や
思
考
、

知
恵
を
神
格
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

本
殿
と
拝
殿
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

か
ら
三
年
を
か
け
て
新
築
さ
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に

焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
社

殿
は
、
昭
和
五
五
年
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
す
。
境
内
に
は
、
末
社
と
し

て
八
雲
神
社
（
天
王
社
）
、
天
満
宮
、

金
比
羅
大
権
現
、
榛
名
満
行
大
権
現
、

根ね
も
と
さ
ん
じ
ん
じ
ゃ

本
山
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
間
神
社
の
例
祭
は
四
月
と
十
月
に

行
わ
れ
、
四
月
二
十
六
日
の
祭
礼
は
、


春は

る
ぎ
と
う

祈
祷

と
し
て
、
神
楽
の
巫
女

舞
や
お
囃
子
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。 

十
月
九
日
の
祭
礼
は

お
日
待
ち

と

い
い
、
宵
宮
に
囃
子
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

第13回　～竹
ちくま

間神社～

竹間沢の鎮守、竹間神社。例祭が４月と10月に行われる。

問い合わせ  コピスみよし259-3211　http://www.miyoshi-culture.jp/coppice/

三浦一馬による
バンドネオン
特別レクチャー

４／21


【公演日】４月21日開演14：00
【会場】コピスみよし ホール
【入場料】全席指定　500円
【セット券】「ピュア＆パッション」と「バンドネオ
ン特別レクチャー」のセット券です。※４月21日レ
クチャー開演までの販売になります。2,500円

いのちのもり
コンサート

～木のオカリナとハープの演奏～

4／22


三芳の平地林の中
で、植物のお話とコン
サートをお楽しみいた
だけます。

【出演】あるみかん
（北原有・Qホイッス
ル、おもしろ楽器、北
原美香／ハープ）

【公演日】４月22日　開演10：00
【会場】三芳町役場ちかくの平地林
※雨天時はコピスみよし２階ミニホール
【参加費】中学生以上500円

5／20


NHKみんなのうた
「エレファン」を作
曲した注目の作曲家
でピアニストの松本
俊明と、日本を代表
する若手バンドネオ
ン奏者・三浦一馬に
よる、埼玉西部地区
では初公演です！！

【公演日時】5月20日開演14：30
【会　場】コピスみよし　ホール　
【入場料】全席指定　2,500円

　ピュア＆
　　パッション

問い合わせ  総合体育館258-0311　http://www.miyoshi-culture.jp/arena/index.html

バスケットボール教室
（4月から新設）

・月２回（土曜日）開催

・中学生クラスも新設

◎小学生クラス

17：30～19：30

◎中学生クラス

19：45～ 21：45

１回1,500円

日程（土曜日）

◆４月…14日、28日 ◆５月…12日、26日

◆６月… ９日、23日 ◆７月… ７ 日、21日

◆８月… ４日、18日 ◆９月…15日、22日

4月27日～5月6日は

「指定管理2周年記念 フィットネス特別期間」

企画１．利用時間無制限…通常、１日2時間までしか利用できませんが、

この期間に限り利用時間が無制限に。

企画２．託児サービス…利用中、お子様をお預かりします。

（期間中の土日のみ。フィットネス利用者のみ。）

9：00～15：00の間で、1人1時間300円。前日までにご予約ください。

（1日5名まで先着順。）

企画３．スポーツ川柳募集中…ただ今、スポーツやトレーニングに関す

る川柳を広く募集しています。応募いただいた作品は、期間中に利用者の

皆様に投票していただき、上位の作品にはプレゼントも用意しています。

企画４．おためしレッスン…期間中、普段とは違った特別プログラム

を予定しています。

総合体育館

歴史民俗資料館問い合わせ  歴史民俗資料館258-6655　http://www.jade.dti.ne.jp/̃miyoshir/

下記以外のイベント情報は29ページをご覧ください

平成24年度三芳町中学生海外派遣事業を実施します。
参加希望者は、中学校を通して申し込んでください。

派遣期間　7月29日～8月3日　4泊6日
派 遣 先　マレーシア国クアラルンプール市周辺
派遣人数　15名
費　　用　個人負担金6万円（パスポートに係る費用を除く）
応募資格　三芳町立中学校に在籍する2・3年生の生徒
応募期間　4月16日～5月2日

みよし歴史探訪　文化財を訪ねて 【問い合わせ】文化財保護課文化財保護係258-6655

「楽しくて安全な武道の学習のために」

教育トピックス　中学校で武道の学習が必修に 【問い合わせ】教育委員会学校教育課指導係（内線523）

1617

イベント名 日　時 定員 参加 申込締切 内容・備考

★土曜体験★
たぬきの糸車を体
験してみよう！

4月28日
午前10時～12時

30人 200円 4月25日
教科書に出てきた糸車。上
手に回せるかな？みんなで
体験してみよう！

【企画展】
武蔵野の雑木林と
春の息吹 - 雑木林
の成り立ちと生き

物 -

3月24日～
5月20日

－ 無料 －

武蔵野の雑木林の成り立
ち、雑木林が育んだ多様な
生態を紹介。植物・昆虫の
標本や剥製も展示します

【企画展イベント】
こぶしの里
自然観察会

4月15日
10時～11時半

30人 200円 4月12日

こぶしの里を歩きながら、
山野草や植物について学芸
員がご案内します。ぜひ皆
さんで申し込みください。

※持ち物等の詳細は、申し込み時にお伝えします。
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■
児
童
館
の
行
事
は
基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
。
行
事
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
や
定
員
設
定
、
参
加
費
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
館
す
る
際
は
車
に
気
を
つ
け
て
来
て
く
だ
さ
い
。

1819

●子育て支援センター　258- 5106・F258- 5136　
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

なかよし広場

０歳児
ねんねひろば ４/６1220

10：00～12：00

Q子育て支援センター

部屋や園庭での自由遊び、絵本の
読み聞かせ、歌や手遊び、ふれあ
い遊びを行います。
予約不要

０歳児
ハイハイひろば

４/５1117
24

１歳児 ４/３1318

２歳児～ ４/４1019
25

わくわくタイム（午前・午後）

０～５歳児

４/ ９ 23 10：00～12：00
13：00～15：00

Q藤久保児童館　予約不要
※23日の午前は『お誕生会』

おひさま広場 ４/16 10：00～12：00 Q富士塚公園　雨天：藤久保児
童館　予約不要

おでかけなかよし広場 ４/27 10：00～12：00 Q藤久保第5区第2集会所、予約不要

なかよし講座『乳菌のケアって？』 ６ヶ月～（15組） ４/26 10：30～11：30 U４／10より受付。電話可

●中央図書館　258- 6464・F258- 6488 　  ●竹間沢分館　274- 1722・F274- 1722
イベント 対象 日程 時間 内容

中
央
図
書
館

ぐりぐらタイム
第1・３金曜日

６ヶ月～１歳
２・３歳～

４/６
４/20

11：00～11：15
11：20～11：40 絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介。さま

ざまな本に楽しく出会え、「聞く力」も
伸びるよう工夫した内容です。
保護者同伴

ぐりぐらタイム
第１土曜日
第４火曜日

３歳～小学生
４/７
４/24

10：30～11：00
16：00～16：30

としょかん・くらぶ
（第4土曜日・会員制）

小学1～２年生
４/28

10：10～11：00 本の読み聞かせ、ブックトーク。本が好
きになるよう工夫した内容です。小学３～６年生 11：10～12：00

ブックスタート 平成23年12月生 ４/13 13：00～14：00ごろ ４か月児健診時に保健センターにて

ブックスタートプラス 平成21年９月生 ４/10 13：30～15：30ごろ ２歳児歯科検診後、中央図書館にて

竹
間
沢

分
館

スイミーおはなし会 ４歳～小学生 ４/21 16：00～16：30 絵本・紙芝居・ブックトーク

ぐりぐら絵本タイム
６ヶ月～２歳

４月お休み 10：30～10：45
絵本、おすすめ本紹介。竹間沢児童館
「あそびの部屋」会場で行います。２歳～就園前

子育て
イベントレポート！
３月３日に保健センターで行われた「両親学級
Mama's Time」。今回はパパも参加して、沐浴の
実習や、妊婦体験が行われました。
初めて沐浴の体験するパパが多く、慣れない手
つきですが、未来の子どもを人形の赤ちゃんに
照らし合わせて、優しく楽しく実習をしました。

ママとパパ、一緒に沐浴体験。
今回参加した皆さん。参加したきっかけ
は広報で知ったという人が多数。
講師が参加者にお湯の温度や首の持ち方
などを丁寧に説明。
パパにも妊婦になってもらいました！
「こんなに重いとは思いませんでした。階
段に上るのもひと苦労です。」

■平成24年度「前期あそびのへや」参加者募集しています。

【申込み】４月３日～14日　各児童館に来館の上、直接申し込みください。（詳細は、広報みよし３月号に掲載しています。）

●保健センター　258- 1236・F258- 5994　

内　容 対　象 日　程 時　間 備　考

４か月児健診 平成23年12月生 ４月13日

13：00～13：40
（時間厳守）

Q保健センター
m母子健康手帳
１歳６か月児・３歳児
コップ、歯ブラシ

10か月児健診 平成23年６月生 ４月20日

１歳６か月児健診 平成22年９月生 ４月６日

２歳児歯科健診 平成21年９月生 ４月10日

３歳児健診 平成20年９月生 ４月17日

育児相談 ０歳～就学前
の希望者 ４月６日 9：15～10：00

Q保健センター
m母子健康手帳

　　　特別児童扶養手当の
　　手続きをお願いします

特別児童扶養手当とは……
20歳未満の障がい児の父母または養育者
に支給される手当です。

【対象】
身体に重・中度の障がいがある方又は
長期にわたる安静を必要とする方（おお
むね身体障害者手帳１級～３級）
精神の障害であって、と同程度（お
おむね療育手帳・Ａ・Ｂの一部）
身体又は精神の障がいが重複する場合
であって、又はと同程度以上の方
※手当の月額は、１級50,400円、２級
33,570円で年３回（４・８・11月）４か
月分支給されます。
Z福祉課障がい者庶務係（H175）

町ぐるみで本好きに！を目的に、子ども
読書環境サポート隊“ほんのむし”の
皆さんによる絵本まつりが中央図書館
にて行われました。読み聞かせ・手遊
び・紙芝居など、親子で楽しみながら
本好きになる内容の盛りだくさんのプ
ログラムでした。

図書館
イベントレポート！

２月12日に行われた「絵本
まつり」の様子をお届けします。

●北永井児童館 258- 9962　●藤久保児童館 258- 9965　●竹間沢児童館 259- 8315

イベント 対　象 日程 時　間 内　容

北
永
井
児
童
館

ボールプールの日 乳幼児親子 4月25日 10:00～11:50

午前中はボールプールで自由に遊べま
す。アンパンマン体操や絵本の読み聞
かせも行います。お気軽にどうぞ。

野菜作りにチャレンジ！ 幼児親子
小学生以上 4月28日 14:00～15:00

トマトやキュウリなど夏野菜の苗植え
を行います。汚れても良い服装で参加
してください。

藤
久
保
児
童
館

春やさいを植えよう 幼児親子
小学生以上 4月13日 13:30～

ミニトマトやラディッシュをみんなで
植えよう。汚れてもいい服装で来てく
ださい。

親子で遊ぼう 乳幼児親子 4月20日 10:30～11:00
（要予約）手あそびやふれあい遊びを
楽しみ児童館に慣れよう

竹
間
沢
児
童
館

夏野菜を植えよう 幼児親子
小学生以上 4月28日 15:00～16:00

夏に収穫できる野菜の苗植えや種蒔き
をします。参加したいお友達は始まる
時間までに集まってね。

３
館
共
通

新入生歓迎会
新1年生
小学生以上
幼児、保護者

4月10日
4月14日 14:00～16:00

Q藤久保児童館北永井児童館・竹
間沢児童館U小学１年生は各児童館に
申し込みください。（保護者の参加も
お待ちしています。）【募集】手伝っ
てくれるお友達募集！小学２年生以上
児童館の紹介と使い方、あそびの名人
の紹介、レクゲームなど

新入生ハッスルタイム 小学1年生

4月11日～
13日

4月17日～
20日

14:00～15:00

Q藤久保児童館北永井児童館・竹
間沢児童館
工作、レクゲームなど（毎日内容が違
います）







子育て支援のためのホームページが開設されました！子育てに役立つ

情報が満載です。ぜひご覧ください！→http://bit.ly/x7Xfcy



健・健康保
Event information on a library

図書館イベント情報

図書館だより
http://www.lib.miyoshi.saitama.jp

B O O K  S E L E C T I O N

http://www.ne.jp/asahi/higashi-iruma/med/
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●保健センター 258- 1236・FAX258-5994　E hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

※子ども向けのイベントは
　P18にも掲載しています

リンドグレーン作
大塚勇三訳 岩波書店

2012年４月１日発行
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広報みよし No.902

中央図書館　258-6464
開館時間/10:00～19：00（土・日は18:00まで）

休館日/毎週月曜日、月末日、土・日除く祝日

■かにかにこそこそ

昔話などを覚えて語る練習会

［日程］４月18日  

［時間］10：00～正午　［対象］大人

竹間沢分館　274-1722
開館時間11：00～18：00

休館日/毎週月曜日、月末日、土・日除く祝日

地域文庫
児童書の貸出、お話会などを行います

つくし文庫…４月21日　10：00～12：00

　　　場所 /上富第１区集会所

あらた文庫…開庫・火曜日、15：30～18：00

　　　場所/ 荒田自宅

（藤久保536-4 三芳東中学校近く）

えほんワールド
「子ども読書の日」記念事業

【日程】４月22日

当日参加可。ご家族でお楽しみください。

《午前の部》

10：30～10：55　えほんの部屋

【対象】1～３歳向き（保護者同伴でお願いします。）

11：00～11：15　自転車紙芝居（みらい広場で）

11：20～12：00　えほんの部屋【対象】3歳～小学生向き

12：05～12：20　自転車紙芝居（みらい広場で）

《午後の部》アニメーション映画「長くつ下のピッピ」

【時間】13：30～15：00

世界一力持ちな女の子ピッピのお話。原作は、世界中の

子どもに愛されているスウェーデン児童文学です。

《土曜日のイベントが増えました》
４月から「ぐりぐらタイム」を第１土曜日と第４火曜日に、「スイミーおはな

し会」を第３土曜日に開催します。詳細は子ども通信P18をご覧ください。
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児 童 書

一 般 書 一 般 書

児 童 書

【図書館の本棚】「桜、お花見」- 美しい桜を見に、外に出かけてみませんか -

『日本一の桜』
丸谷馨著　講談社　2010年３月初版発行　
請求記号　Ｓ479

　ノンフィクション作家である筆

者が全国各地の「名桜」とその地に

いる「桜守」をめぐり、体験を探訪

地ごとにまとめた一冊。角地の桜を

めぐる歴史や文化的背景も知れる一

冊。

『さくら（かがくのとも絵本）』
長谷川摂子文　矢間芳子絵・構成　福音館書店 
2010年２月初版発行
請求記号　Ｔ　Ｅ　ピンク

　日本の桜で最もポピュラーな品種で

あるソメイヨシノの木の一年を紹介し

た科学絵本。定評のある作者の親しみ

易い文章と細部まできちんと描写され

た絵が桜への興味をよりひきたてる

 『日本の桜（増補改訂
　　フィードベスト図鑑10）』

勝木俊雄著　学研　2009年３月増補改訂版発行
請求記号　479 カツ

　研究者でありながら、サクラの分類

学をテーマに講師を行うこともある著

者による一冊。約２９０種類にも及ぶ

サクラについて写真を交え解説してい

る。眺めるだけでも気持ちが和む。

『じいじのさくら山』
松成真理子著　白泉社 2005年３月初版発行
請求記号　Ｅじ

　じいじは嬉しい事がある度に山に

桜の木を植え続けた。孫のちびすけ

はじいじから色々な事を教わった。

２人の優しさに溢れた気持ちが、あ

ざやかな満開の桜に描かれている絵

本。

01学齢期予防接種のお知らせ
母子健康手帳を確認し医療機関へ予約の上、接種ください。接種期間を過ぎた場合、自費となります。

予防接種名・対象・期限・回数 注意事項

定
期
接
種

麻しん風しん混合（３期・４期） 1回接種
V３期：平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ 
　４期：平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ
R平成25年３月31日まで

第２期不足分に対する５年間の経過措置のため、３期・
４期の実施は平成25年３月31日で終了となります。十
分な免疫を得るためには、生涯で２回接種が必要です。

二種混合（破傷風・ジフテリア）  1回接種
V11歳以上～13歳未満
R13歳の誕生日を迎える前々日まで

乳幼児期に三種混合を３回以上接種していない場合は、
今回の接種だけでは免疫がつかないため、追加接種（有
料）が必要です。

日本脳炎  1回接種
V２期：９歳以上～13歳未満
＊特例対象者（平成７年６月１日～平成19年４月１日
生まれ）の方は、20歳未満まで定期接種が可能です。
R13歳の誕生日を迎える前々日まで
　（特例対象者は20歳の誕生日を迎える前々日まで）

特例対象者に関しては、１期（３回分）も含めて20歳
未満まで接種が可能です。第１期（３回分）が不足して
いる方は、接種間隔等主治医と相談のうえ、進めてくだ
さい。

任
意
接
種

子宮頸がんワクチン  3回接種
V中学1年生～高校1年生の女子
R平成25年3月31日まで

高校２年生の方で、高校1年生の時に平成24年３月31日
までに1回でも接種をされた場合は、４月以降も残りの
回数分を助成します。

【接種場所】三芳町・富士見市・ふじみ野市の委託医療機関（詳細は保健センター事業一覧・ホームページを参照）
【持ち物】母子健康手帳、予診票（委託医療機関及び保健センターにあります。）

【
対
象
】
三
芳
町
に
住
所
の
あ
る
35

　

歳
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上
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（
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３
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に
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ウ
ム
に
よ
る
胃
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保
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【
定
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と
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（
定
員
を
超
え
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場
合
は
抽
選
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【
自
己
負
担
金
】
５
０
０
円

【
申
込
み
方
法
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官
製
は
が
き
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
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で
の
申
し
込
み
で
す
。
詳
細
は
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保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
一
覧
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
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電
話
で
の
申
し
込

　

み
は
行
い
ま
せ
ん
。）

■
記
入
内
容
は
左
記
参
照


胃
が
ん
検
診
申
込
み
、

住
所
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氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

生
年
月
日
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性
別
、

日
中
連
絡
の
取
れ
る
電

話
番
号
、

検
査
日
時
の
希
望

【
そ
の
他
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希
望
日
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第
三
希
望

ま
で
ご
記
入
く
だ
さ
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希
望
が
な

い
場
合
は
記
入
不
要
で
す
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〈
注
意
〉
希
望
者
が
多
い
場
合
は
時

間
ご
と
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。
受
診

券
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５
月
15
日
頃
に
発
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し
ま
す
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申
込
締
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】
４
月
１
日

〜
４
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30
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※
４
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30
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妊
娠
中
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る
方
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現
在
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方

（
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）


バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
へ
の
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
り
、
バ
リ
ウ
ム
の

検
査
で
過
去
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
。

胃がん検診（集団）02
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
レ
ン

ト
ゲ
ン
胃
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

検診車でレントゲンを撮影

検診車内の様子

2021

［QRコード］
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【場所】

竹間沢公民

館２階図書

室

【対象】４歳～小学生

スイミーおはなし会
4/7


【場所】

中央図書館

【対象】３歳～小学生

ぐりぐらタイム

4/24




んなの広場み
Everyone

みんなの広場
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井
上　

悦
子

小
春
日
に
介
護
の
親
子
の
車
い
す
無
償
の
愛
に
日
差
し
優
し
く 

島
嵜　

恵
子

早
起
き
は
三
文
の
徳
と
い
う
け
れ
ど
わ
た
し
は
こ
の
ま
ま
寝
て
い
た
い 

高
山　

正
彦

記
録
的
青
天
つ
づ
け
り
受
験
生
の
孫
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
心
配 

香
川
日
出
子

病
む
こ
と
の
多
き
我
の
よ
り
ど
こ
ろ
家
族
の
念お

も

い
に
感
謝
の
日
々
な
り 

村
上
美
奈
子

こ
の
雪
は
積
も
る
の
で
は
と
心
配
す
一
夜
で
晴
れ
て
ひ
と
ま
ず
安
心 

布
川　

明
男

ざ
わ
ざ
わ
と
師
走
の
風
は
通
り
抜
け
い
よ
い
よ
明
く
る
辰
年
元
年 

上
村
理
恵
子

い
ち
早
く
春
の
気
配
に
目
覚
め
し
か
水
仙
芽
ぐ
む
乳
歯
の
ご
と
く 

西
尾　

慶
子

歌
壇

俳
苑

協働のまちづくり

保
全
林
を
拡
大
！

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊

保
全
林
を
拡
大
し
ま
し
た

　

み
ど
り
環
境
グ
ル
ー
プ
・
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
隊
は
総
合
運
動
場
東
側
の
林

か
ら
淑
徳
大
学
通
り
に
接
す
る
林
に
作

業
地
域
を
拡
大
し
ま
し
た
。
２
月
上
旬

に
は
県
農
林
部
の
支
援
に
よ
る
粗
整
備

が
終
わ
り
、
見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な

り
ま
し
た
。

　

緑
地
公
園
の
左
右
の
林
の
道
沿
い
に

は
モ
ミ
ジ
、
ツ
ツ
ジ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な

ど
の
植
樹
も
行
い
、
四
月
頃
に
は
、
そ

れ
ら
の
花
も
楽
し
め
そ
う
で
す
。
コ
ナ

ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
樹
名
板
も
取
付
け
ま
し

た
の
で
、
木
肌
や
葉
な
ど
の
違
い
が
比

較
で
き
ま
す
。

　

作
業
日
は
毎
月
第
三
日
曜
日
で
す
。

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】みどり環境Ｇ代表海老根258-2674
または都市計画課みどり公園係（内線234・235）

春キャベツと
たけのこのスープ

【材料（1人分）】
キャベツ1/8、ゆでたけのこ1/4、
豚バラ薄切り肉50g、ねぎ５、み
そ大さじ1、水1.5カップ
【調理方法】たけのこ、豚肉を一
口大に、キャベツは大きめのざく切
り、ねぎは斜め薄切りにする。鍋
にサラダ油を熱し、豚肉とねぎを炒
める。香りがたったらみそを加え、
さらに炒める。水とたけのこを加
え、蓋をして煮立ったら弱火にする。
２～３分間にしたらキャベツを加え、
強火にする。蓋をせずにひと煮
立ちさせ、塩少々で味で調える。

旬の素材を生かしたお手軽で簡単
な料理をご紹介します！

みよしごはん

３
月
号
の
子
育
て
特
集
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
大
き
な
お
な
か
に
手
を
添
え
て

ニ
ッ
コ
リ
し
て
い
る
妊
婦
さ
ん
の
笑

顔
が
印
象
的
で
し
た
。（
藤
久
保
Ｍ
さ
ん
）

◆
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
事
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
に
利
用
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ

ポ
ー
ト
す
る
方
と
さ
れ
る
方
の
声

が
聞
け
て
登
録
し
て
み
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。
（
藤
久
保
Ｄ
さ
ん
）

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
達
の
楽
し
そ

う
な
写
真
が
載
っ
て
い
る
の
で
、

サ
ー
ク
ル
や
支
援
セ
ン
タ
ー
に
気

軽
に
参
加
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま

す
。
（
藤
久
保
Ｓ
さ
ん
）

◆
３
歳
の
娘
が
い
る
我
が
家
に
は

特
集
が
興
味
深
く
温
か
い
気
持
ち

に
な
れ
る
記
事
で
し
た
。
（
藤
久

保
Ｕ
さ
ん
）

◆
児
童
館
の
情
報
を
知
る
た
め
に

い
つ
も
娘
と
見
て
い
ま
す
！
子
ど

も
で
も
見
や
す
い
の
で
助
か
り
ま

す
。
（
竹
間
沢
Ｎ
さ
ん
）

◆
広
報
み
よ
し
毎
月
見
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
三
芳
町
民
の
た
め

の
広
報
を
作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
（
み
よ
し
台
中
学
生
）

◆
写
真
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し

く
拝
読
出
来
ま
し
た
。
ま
た
見
易

い
で
す
。
（
藤
久
保
Ｓ
さ
ん
）

◆
渡
辺
さ
ん
の
絵
を
見
て
衝
撃
を

受
け
、
と
て
も
尊
敬
し
ま
し
た
。

（
藤
久
保
Ａ
さ
ん
）

◆
何
気
な
く
見
て
し
ま
う
広
報
で

す
が
、
今
回
は
作
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
読

み
ま
し
た
。
（
藤
久
保
Ｈ
さ
ん
）

◆
素
敵
な
出
来
事
を
毎
月
見
れ
て

と
て
も
面
白
い
広
報
だ
と
思
い
ま

す
。
（
竹
間
沢
Ｙ
さ
ん
）

◆
み
よ
し
ご
は
ん
を
さ
っ
そ
く
作

り
ま
し
た
。
甘
味
噌
和
え
は
新
鮮

味
が
あ
り
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
藤
久
保
Ｙ
さ
ん
）

◆
ク
イ
ズ
・
料
理
・
お
た
よ
り

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
楽
し
い
で
す
！

（
富
士
見
市
Ｓ
さ
ん
）

◆
写
真
な
ど
が
多
く
て
と
て
も
い

い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
（
藤

久
保
Ｔ
さ
ん
）

広報クイズ おたよりだより
広報みよしに寄せられた声をお届け！

FROM READERS

まちの掲示板

【まちの掲示板掲載について】宗教団体・政治団体・営利目的の投稿はご遠慮ください。１団
体につき、年間１回まで先着順で掲載できます。※100字以内。要点のみの掲載となる場合もあ
ります。予めご了承ください。◆紙面の予約は前々月の10日まで受け付けます。（土・日・祝日
の場合はその前日）【申し込み・問い合わせ】政策秘書室秘書広報係258-0019（内線312）

三芳切り絵の会
今年は創立して５年目を迎えま
す。皆さん一緒に切って楽しみ
ませんか。
【日時】第１・３水曜日、9：
00～11：30【場所】藤久保公
民館【問い合わせ】原
258-3836

木嶺句会「俳句講座」
【日時】５/10・17・24
、13：00～16：00【場所】
富士見市立サンライトホール会
議室【受講料】無料（テキスト
代実費1,000円）【講師】斉藤
道正【問い合わせ】斉藤
251-9928

公開ハイキング
参加者募集！群馬県「榛名山」初
級者向き【日時】５/13【集合】
鶴瀬駅西口6：00【説明会】５/８
、18：30～鶴瀬コミュニティセ
ンター【主催】富士見市峠山の
会【申込み】馬場251-1367
（16：00～19：00）

三芳野草の会
春の山野草展を開催します。
ぜひご覧ください。
【日時】４/28～29、10：
00～17：00【場所】藤久保公
民館ロビー【問い合わせ】小島
258-8354

厳しい寒の冬も過ぎ、花芽がふくらみ自然はあまねく

春を運んでくれました。インフルエンザ、体調不振い

ろいろと不安もありましょうが、春の息吹をのびのび

と作品に展開しようではありませんか。（椎名恒治）

●
投
稿
先
・
林　

保　

三
芳
町
上
富
六
六
六　


（
２
５
８
）
４
１
７
９

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
25
日
ま
で
に

髯
面
と
柚
子
が
浮
び
し
冬
至
の
湯 

佐
々
木
年
郎

ナ
マ
ハ
ゲ
の
雄
叫
び
親
児
の
泣
き
笑
え 

荒
谷　

和
己

と
し
よ
り
の
歩
幅
に
合
わ
す
梅
見
か
な 

金
谷　

義
満

三
姉
妹
み
な
年
重
ね
春
を
待
つ 

坂
田
ふ
み
子

光
射
す
釈
迦
の
右
手
は
春
の
色 

抜
井
満
智
子

四
季
め
ぐ
る
殊
に
嬉
し
き
春
立
つ
日 

窪
田　

如
春

強
東
風
に
不
漁
つ
づ
き
の
気
仙
沼 

平
井　

昌
雄

東
風
の
中
遊
び
上
手
な
子
等
の
声 

沼
波
そ
め
子

年
重
ね
四
温
日
和
を
待
た
れ
ゐ
し 

大
崎　

栄
子

年
の
暮
「
絆
」
と
名
付
け
募
金
箱 

石
川　

靖
子

襟
巻
ひ
て
一
日
を
洒
落
て
神
参
り 

半
沢　

久
夫

降
り
積
る
軒
先
ふ
さ
ぐ
雪
下
し 

萩
原　

雅
夫

春
待
つ
や
ペ
ッ
ト
の
亀
も
首
延
し 

西
片　

和
子

食
卓
に
海
苔
一
枚
の
暖
か
さ 

桑
田　

晃
治

庭
枯
る
る
隅
ず
み
照
ら
す
陽
の
光 

中
西　

靖
子

茶
の
花
や
古
き
母
屋
の
時
計
鳴
る 

綿　
　
　

李

八
代
の
海
苔
パ
リ
パ
リ
と
朝
の
膳 

重
田　

照
子

青
海
苔
や
怒
涛
突
き
刺
す
岩
肌
に 

井
山　
　

登

年
の
瀬
や
あ
れ
こ
れ
し
き
る
妻
忙
し 

針
田　
　

晃

カ
レ
ン
ダ
ー
同
じ
女
優
や
麗
し
き 

高
山　

正
彦

1人分約

95
カロリー

協働のま
ちづくり

フェア

2012開
催！

３月11日に藤久保公民館ホールとみらい広
場で開催されました。起震車で地震の揺れ体験・
煙体験で火災の疑似体験 や太陽の家作品販売 、
みよしっ子野菜市などが行われ、老若男女問わ
ず多くの方が参加しました。

イベント
レポート

【問題】２月26日に行われた駅伝大会。今大
会は第何回目でしょうか？

「第○回入間東部駅伝」
【応募方法】○に入る言葉を記入の上、住所、
氏名、年齢、職業、「広報みよし」の感想を書
いて、4月16日までに下記にはがき（当日
消印有効）、またはメールでご応募ください。

〒354-8555
三芳町藤久保1100番地1
三芳町役場　政策秘書室秘書広報係
「広報クイズ4月号」係

〈メールでの申し込みの場合〉
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp まで
件名→「広報クイズ４月号係」

正解者の中から抽選で５名の方に、図書券
500円分が当たります。※当選結果は発送を
もって代えさせていただきます。

3月号の答えは『ファミサポ』。応募総数36名、
正解者は36名でした

携帯からクイズに参加！
QRコードで簡単応募
記入事項をお忘れなく！
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は
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か
ら
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ま
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ま
す
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広
告

広
告

2012年４月１日発行広報みよし No.902

公平委員・固定資産評
価委員の紹介

24

議会の同意を得て、４月１日付けで選

任された方々を紹介します。【公平委

員】吉野　茂夫氏　【固定資産評価審

査委員】浅沼　健一氏　Z政策秘書室

（H423）・総務課（H403） F274-1054

リサイクル
不用品情報を紹介しています。モノを買

う前、捨てる前に、ぜひご利用ください。

モノを大切に長く使って、資源の節約や

ごみの減量に取り組みましょう。

■ゆずります 地デジチューナー／ひ

な人形／五月人形／回転モップ

■ゆずってください　小学校使用済教

科書／みふじ幼稚園女子制服・体操着

／三輪車／みふじ幼稚園夏服体操着サ

イズ100

【投稿・問い合わせ】環境課環境対策

係（H216～218）F274-1052

Ekankyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp

寄　付
町と社会福祉協議会に、次の寄附が寄

せられました。貴重な財源として役立

たせていただきます。ありがとうござ

いました。（敬称略）

【愛の福祉基金】ふれあいセンター

募金箱／6,714円、弦巻一枝／82,959

円、三芳町シルバー人材センター／

1,153円、寺尾雅治／1,500円、さいし

ん三芳会／30,000円、（株）ベルク藤

久保店／33,804円、（有）ソリッソ／

7,000円、グループ「花絆」／6,000円

●文化財保護課

文化財保護係〔社会教育課文化財保護

係〕（事務所は歴史民俗資料館内）

※変更があった課のみ掲載しています。

太字部分が名称変更のあった箇所。〔 

〕内は旧名。

全体の機構図など詳しくは、町ホーム

ページをご覧ください。

Z政策秘書室政策推進係

（H422・423） F274-1054

町の組織の一部を
変更します

23

町では、新たな行政課題や多様な住民

ニーズに的確に応えていくため、４月

１日より組織の一部を変更します。

変更は下記のとおりです。

●財務課

財政係・電算統計係・管財契約係（管

財営繕係と契約検査係を統合）

●自治安心課〔地域振興課〕

自治協働係・防犯防災係

●福祉課

福祉係・障がい者庶務係〔障がい者福

祉係〕・障がい者支援係

地域生活支援センターの業務が福祉

課に統合されます。自立支援医療受

給者証の申請・受け取り。精神保健

福祉手帳の申請・受け取り。自立支

援法に基づく、障害福祉サービスの相

談・申請。自動車燃料費・タクシー

券の申請。精神保健福祉に関する相

談（こころの健康相談）

※相談を希望される方は、電話でご連

絡ください。

●環境課

環境対策係〔環境産業課環境対策係〕

●観光産業課〔環境産業課〕

農業振興係・商工観光係

●教育総務課

新施設建設準備係・施設庶務係

●生涯学習課〔社会教育課〕

生涯学習係〔社会教育係〕・スポーツ推

進係〔地域振興課文化スポーツ係〕

Z住民課保険年金係（H156）
 F274-1101

国民年金は誰もが加入する制度です。
日本に住んでいる20歳以上60歳未満
の人は、国民年金に加入することに
なります。
加入者は、職業などによって３つの
グループに分かれ、それぞれ加入手
続きが異なります。
■第１号被保険者：自営業、学生、
フリーター、無職の人などで、加

入手続きはご自分で住所地の市区役
所・町役場の国民年金担当窓口で行
います。
■第２号被保険者：会社員や公務員
など、厚生年金保険や共済組合に加
入されている人で、加入手続きは勤
務先が行います。
■第３号被保険者：第２号被保険者
に扶養されている配偶者の人で、加
入手続きは第２号被保険者の勤務先
を経由して行います。

年金情報

国民年金の加入方法

その他
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相談種類 曜日（祝日除） 時間 相談場所 連絡先

住民相談（弁護士等
が相談を受けます）

第1・3木曜
13:00～17:00

（要予約）
役場1階住民相談室

総務課
内線404・405

女性相談 第2・4金曜
11:00～15:30

（要予約）
役場1階住民相談室

総務課
内線404・405

外国人生活相談
毎週月曜
毎週木曜

10:00～13:00

13:00～16:00

ふじみの交際交流センター
（相談は269-6450）

総務課
内線404・405

内職相談 毎週水曜 10:00～16:00 役場2階内職相談室
環境産業課
内線214

消費生活相談
毎週火・金曜
毎週月・水・木曜

10:00～16:00
役場2階消費生活相談室
環境産業課

消費生活相談室 内線292

環境産業課 内線214

子育て相談 毎週月～金曜 随時受付 各保育所・子育て支援センター

第1保育所258-0512

第2保育所258-6858

第3保育所258-9961

子育て支援センター
258-5106

こども家庭何でも
相談

毎週月～金曜 9:00～17:00 役場1階こども支援課
こども支援課
258-0055

教育相談 毎週月～金曜 10:00～16:00
総合体育館4階教育相談室
電話相談は274-1023

学校教育課
内線522

成人健康相談 第1月曜
9:30～11:00

（要予約）
保健センター

保健センター
258-1236

こころの健康相談 第3火曜
13:00～15:30

（要予約）
地域生活支援センター

地域生活支援センター
274-3472

介護・認知症相談
月～土曜
火～土曜

9:00～17:00

（緊急時は随時対応）
みずほ苑
はなまる

みずほ苑258-9488

はなまる258-7067

リハビリ相談
（65歳以上対象）

第2水曜
10:00～12:00

（要予約）
藤久保公民館2階図書室

地域包括支援センター
内線188・189

福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜 8:30～17:15 社会福祉協議会
社会福祉協議会
258-0122

不動産相談 第3水曜
13:00～16:00

（要予約）
役場1階相談室

都市計画課
内線238

マンション管理相談 第3月曜
13:30～16:30

（要予約）
役場1階相談室

都市計画課
内線238
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初心者弓道教室12

スポーツ

町民卓球大会11

日時 ６月17日  受付：午前９時

場所 総合体育館アリーナ

対象 町内在住・在勤・在クラブ

参加費 １人500円

締切 ５月24日

試合
形式

団体戦（３ダブルス）
個人参加となり、チーム参加
ではありません。当日の参加
者全員から、メンバー（５～
６人）を抽選で決定します。

申込み
問い合
わせ

町卓球連盟事務局
鈴木258-2064 F259-2741

未来創造みよし塾
「市民研究員」募集

16

【テーマ】にほんの里100選三富新田再

生・みどりの保全と活用【応募条件】

平成24年４月1日現在で、満18歳以上の

人政策研究所の設立趣旨を理解し、

調査・研究に積極的に取り組む意欲のあ

る人平日の日中活動ができる人※町

内外を問いません。【募集人数】テーマ

ごとに３人程度【提出書類】応募申込書・

研究テーマ関するあなたの思い（800字

程度）【締切】4月20日※選考により研

究員を決定します。申込書等は町ホーム

ページでダウンロードできるほか、政策

秘書室（役場４階）にて配布しています。

政策研究所「未来創造みよし塾」とは？

幅広い分野の町職員と共に、テーマに基づ

いた調査研究と政策立案・企画を行い、町

全体の政策形成力を高めながら、有効な政

策提言を目指すシンクタンクです。Z政策

秘書室政策推進係（H422・423）F274-1054

ふれあいセンター
運営会委員公募

17

【資格】町在住、年2～3回の運営会に出

席可能な人【募集人数】１人【任期】平

成24年７月16日～平成26年７月15日【応

募締切】４月26日応募申込書をふれあ

いセンターへ持参又は郵送。（応募申込

書はふれあいセンターで配布します）

Zふれあいセンター・F258-7211

高齢大学受講生募集13

R平成24年５月～平成25年２月まで（月２

回）【資格】町内在住の満60歳以上の人

で、学習意欲があり５月から２月まで受講

可能な人。藤久保公民館教室：主に金曜

日の午前　W100人、中央公民館教室：主

に金曜日の午前　W60人（申込及び授業

は藤久保公民館）、竹間沢公民館教室：

主に木曜日の午前　W60人　〈開講式〉

３教室合同P５月11日午前10時～正午

Q藤久保公民館ホール　【申込み・問い

合わせ】４月10日から申込み開始。※

平日午前９時～午後５時１５分までに希

望する公民館へ申込み。代理および電

話申込不可。※定員になり次第締切。藤

久保公民館258-0690 F258-9625・竹

間沢公民館259-8311 F259-8345

埼玉警察官募集14

第１回埼玉県警察官採用試験を行いま

す。詳細は問い合わせください。【受付期

間】４月２日～16日　【試験日】５月13

日　Z東入間警察署警務課269-0110

国税専門官募集15

国税専門官採用試験を行います。受

験資格・申込方法などの詳細等は国

税庁HPをご覧ください。　Zイン

ターネット申込み／人事院人材局試

験課03-3581-5311（H2331）上記以外

／関東信越国税局人事第二課試験係

048-600-3111（H2095又は2097）

募　集

三富新田

の風景

日程

開講式５月19日～閉講式８
月26日まで（全20回）５／
192026、６／２３
９162330、７／７
1421222829、８／
４11182526

時間
土曜日は午後６時30分～８時30

分、日曜日は午後２時～４時

場所 町弓道場

対象 町内在住・在勤優先、中学生以上

参加費 3,000円（傷害保険等）

定員 20人

申込先
５月15日までに総合体育館へ
申込み258-0311

問い合
わせ

生涯学習課スポーツ推進係
（H517）
町弓道連盟加藤258-2421、
090-8512-1042

土曜開庁は7日です
　４月の土曜開庁日は「4月7日」で

す。本庁、出張所ともに午前8時30

分から正午まで開庁しています。

ツイッター配信中！
イベント情報やお知らせ、みらいくん
とのぞみちゃんのつぶやき配信中！

G twitter.com/miyoshi_machi

初めて手話を学ぶ方を対象に、手話奉仕

員の養成講習会を開催します。富士見市

と共同で実施しますので、三芳会場と富

士見会場どちらでも都合のよい会場で

受講できます。この機会に手話を始めて

みませんか。（保育あり）V高校生以上

の三芳町及び富士見市在住・在勤の人

三芳会場　P４月18日～８月29日の

毎週水曜日　原則：午前（ただし８月

15日を除く）全23回　Q三芳町総合体

育館　富士見会場　P４月17日～８

月28日の毎週火曜日　原則：夜・一部

土曜日午前（８月14日を除く）全23回

Q富士見市民福祉活動センター「ぱ

れっと」　W各会場とも30人（定員を

超えた場合抽選）S2,000円（テキス

ト代・保険料）※保育利用の際は、お

子様１人につき保険料650円が別途必

要です。U福祉課にある申込書に必要

事項を記入し、４月10日までに富士

見市社会福祉協議会へ郵送、FAXま

たは持参で提出してください。Z福祉

課障がい庶務係（H174） F274-1051

手話奉仕員養成講習22

講 習 会

普通救命講習会21

P４月22日午前9時～正午

V三芳町・富士見市・ふじみ野市に在

住・在勤の人　W30人　U４月９～

13日の間に下記まで連絡し予約をし

てください　Z入間東部地区消防本部

救急課　261-6673（平日のみ）

午前８時30分～午後５時まで受付

埼玉県食品表示
調査員募集

20

V県内在住で20歳以上の人

R平成24年６月～25年３月

【内容】食品販売店で日常の買い物を

しながら食品の表示の有無などを確認

し、定期的に報告（年間20店舗程度）

※６月11日（熊谷市内）か12日

（さいたま市内）の午後に、指定する

会場で研修予定です。※報告に応じて

年間で謝金8,000円支払います。

W100人（選考）U４月23日（必

着）までに、はがき、FAXまたは電

子メールで、住所、氏名（フリガナ）、

電話番号、年齢、職業、調査員に応募

する旨、応募理由（100字程度）を明

記の上、埼玉県農林部農産物安全課あ

てにご応募ください。選考結果は５月

中に通知します。

【問い合わせ・応募先】〒330-9301さ

いたま市浦和区高砂3-15-1埼玉県農林

部農産物安全課総務・ＪＡＳ法担当

048-830-4110 F048-830-4832

Ea4070-06@pref.saitama.lg.jp

歴史史料・文化財図書
整理作業員募集

19

R６月上旬～10月下旬

【勤務地】歴史民俗資料館

【内容】資料館に収蔵されている歴史

史料や文化財図書を長く保存・活用す

るため、学芸員の指導のもと整理・収

納を行う作業で、主に室内作業。

【条件】被災求職者及び平成23年３月

11日以降の離職者で、ワード・エクセ

ル等の簡単なパソコン操作ができる方

【募集人数】３人【時給】820円（１

日７時間 5,740円）【勤務時間】毎週

火曜日から金曜日の週４日、午前９時～

午後５時（昼休1時間除く）U４月25日

までに、電話にて申し込みください。◆

４月27日午前10時に業務説明と面接

を実施します。当日、履歴書を持参して

ください。Z歴史民俗資料館（月曜休

館）258-6655 F258-8466

R平成24年５月～平成25年３月末頃ま

で【勤務地】三芳町役場【内容】パソ

コン入力・書類の整理ほか【条件】被

災求職者及び平成23年３月11日以降の

離職者でワード・エクセル等の簡単な

操作が出来る人【募集人数】１人【時

給】820円【勤務時間】月曜日から金

曜日の週４日、午前９時から午後３時

U４月12日までに履歴書を福祉課に

持参又は郵送（必着）。詳細は下記に

問い合わせください。

【申込先・問い合わせ】福祉課障がい

者庶務係（H174） F274-1051

臨時職員募集18

2627
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住民の皆さんに耳よりな情報をお届けします 三芳町役場 049（258）0019
〒354-8555　三芳町大字藤久保1100番地1
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イベント

季節の花を販売、縁日コーナーなど

P５月12日カリヨン広場（イオン

横）・19日文化の杜公園（富士見体

育館前）K午前10時～午後2時30分

〈フリーマーケット参加者募集〉

募集区画：50区画

出店協力金：1,000円

募集期間：４月16日～５月９日

電話・メールで応募ください。

なお、申し込み多数の場合は期間内で

も受付終了する場合があります。

Z障がい福祉サービス事業所入間東部

むさしの作業所252-5270

講座・相談会

遺言・相談無料法律相談会02

P４月14日 Q所沢市役所８階大会議室

【講演】「遺言・相続の基礎知識」

講師：弁護士／田中健太郎

開場：午後０時30分

講演：午後１時～２時

【無料法律相談】

K午後２時15分～４時30分　事前予約

不要。（当日午後０時30分から申込順）

Z埼玉弁護士会川越支部225-4279

パソコンなんでも相談室03

これからパソコンを買おうと思ってい

る人、パソコンを買ったけど使いこな

せない人、もっと楽に使いたい人など、

相談室を活用ください。

P４月９日・23日、５月14日・

28日、６月11日・25日

K午前10時～正午（なお、講習会では

ありませんので、開催時間中であれば

随時相談は可能です。）

Q竹間沢公民館学習室

【相談員】パソコンアドバイザー他

S無料　W10人

U事前に予約することをお勧めします。

※インターネット、電子メールは利用

出来ません。

Z竹間沢公民館

259-8311 F259-8345

にっコリ運動教室05

“こり”をほぐして、明日もにっこり。

「肩こり、腰痛は年をとると仕方がな

い」とあきらめていませんか。

肩こり、腰痛がなぜ起きるのか一緒に

考えましょう。肩こり、腰痛予防の体操

も紹介します。P４月16日「肩こり」

についての原因と解消法・４月23日

「腰痛」についての原因と解消法・５月

８日「いもっこ体操」を体験　K午前

10時～正午　Q藤久保公民館ホール　

Yタオル（手ぬぐいサイズ：体操に使い

ます）・水分補給用の飲み物　V65歳

以上の人　W30人　S無料　X講話と

運動（健康体操）【講師】埼玉セントラ

ル病院理学療法士・作業療法士【申込

み・問い合わせ】健康増進課地域包括

支援センター（H188・189）F274－1107

お知らせ

町内に住所を有する人で、平成24年４

月以降に受講を希望し、修了した人に

予算の範囲内で３万円を限度に（対象

経費と比べて少ない方）交付します。

補助金を受けようとする人は、受講す

る前に必ず補助金申請書を提出してく

ださい。

※他の制度で補助金を受けた人、学校

教育法で修了した人は受けられません。

W15人（定員になり次第締切）

U福祉課へ申し込みください。

受付は４月２日より開始します。

Z福祉課福祉係（H172） F274-1051

２級ホームヘルパー養成
講座修了者に補助金交付

04

ねたきり老人等手当は、介護手当と支

給対象者が重複すること等から、昨年

実施された事業の仕分けで『廃止』と

判定されました。これを受け、町で検

討した結果、介護手当との統合を図り、

支給要件を緩和するとともに、手当の

額を５千円から３千円増額して８千円

とし、受給者の経済的負担を考慮した

上で、ねたきり老人等手当を平成24年

４月１日で廃止としました。

Z福祉課福祉係（H172）F274-1051

ねたきり老人等手当の
廃止

06

むさしの作業所
春まつり

01

地域福祉バス　70歳以上（70歳の誕

生月から交付）の高齢者、心身障がい者

（身体障害者手帳１・２級、療育手帳・

Ａ）が安心して外出できるよう、地域福

祉バス（ライフバス）利用料金を助成し

ます。１か月につき８枚（該当月分）の利

用券を交付します。ただし、心身障がい

者の場合は、自動車燃料費補助事業の

助成を受けている人は除きます。

※「地域福祉バス（ライフバス）」の

引換はがきはありません。

福祉タクシー　障がい者（身体障害

者手帳１・２級、療育手帳・Ａ、精神

障害者保健福祉手帳１・２級）が安心し

て外出できるよう、タクシー利用料金

の初乗り運賃相当額を助成します。1か

月につき４枚（該当月分）の利用券を交

付します。ただし、自動車燃料費補助事

業の助成を受けている人は除きます。

【の手続き方法】印鑑、年齢が確

認できるもの、身体障害者手帳又は、

療育手帳、精神保健福祉手帳を持参の

上、福祉課及び各出張所へ申請してく

ださい。

Z福祉課福祉係（H172・173）

福祉課障がい者庶務係（H174・175）

F 274-1051

地域福祉バス・福祉タクシー
利用料助成（４月２日から交付）

07

65歳以上の人を対象に実施します。下記

の入浴施設を利用する人に、年６枚を限

度に入浴の利用料金の一部を助成しま

す。助成金額は、１回の利用につき300円

です。利用できる入浴施設は下記参照。

※昨年行われた事業の仕分けにより、

廃止に近い内容改善という判定結果を

踏まえ、事業内容の見直しを図り利用券

は６枚になりました。【入浴施設】　富

士見ラドンセンター、川越湯遊ランド、

ふれあい健康センター「ゆうパークおご

せ」、健康湯ランド、つるせ浴場、富士見

浴泉、湯楽の里・所沢店、ゆとりの郷「に

いざ温泉」、真名井の湯・大井店、埼玉ス

ポーツセンター「天然温泉」、岩盤房・二

股温泉「きらく」、おふろの王様・志木店 

　U町在住で65歳（平成25年３月31日ま

でに65歳になる人）以上の人に、利用券

の引換はがきを郵送しますので、必要事

項を記入の上、福祉課及び各出張所に

て利用券と交換してください。Z福祉課

福祉係（H172）F274-1051

ぬくもり健康入浴券
助成（４月２日から交付）

08

町では、新エネルギー導入の促進及び

温室効果ガスの排出量の削減を図るこ

とを目的に、太陽光発電システムに対

し、設置費用の一部を助成します。

【対象となる住宅】◆既存住宅に太陽

光発電システムを設置する場合◆太陽

光発電システム付き新築住宅を購入す

る場合◆太陽光発電システム付き新

町住宅用太陽光発電
システム設置費補助金

09

平成24年度の固定資産税（土地・家

屋）の縦覧帳簿を縦覧できます。

R４月２日～５月31日　K午前８

時30分～午後５時15分（土日、祝日を

除く。ただし、４月７日及び５月５

日は、午前８時30分から正午まで）

Q税務課資産税係（役場１階）【縦覧

できる人】町内に所有する土地・家屋

の固定資産税の納税者及びその同居家

族または代理人【必要なもの】納税者

本人を確認できるのも（運転免許証・

健康保険証等）なお、代理人の場合は

委任状が必要です。Z税務課資産税係

（H135～138） F274-1050

固定資産税縦覧
帳簿の縦覧

10

築建売住宅を購入する場合

※住宅としての面積が床面積の2分の1

以上の併用住宅も可能　※集合住宅は

対象外です。【補助の対象者】◆対象住

宅に電力を供給する目的で、１キロワッ

ト以上の発電システムを設置する方◆

対象住宅に自ら居住する者、申請年度内

に町内に居住する予定であり、当該地に

住民基本台帳又は外国人登録原簿に記

載されている方◆建築物の敷地等に建

築基準法、都市計画法等の違反がない

方◆町税等を滞納していない方。【補助

の金額】太陽光発電システム１キロワッ

ト以上のものに対し一律50,000円【受付

件数】20件【申請受付期間】平成24年４

月16日～平成25年２月28日※申請受

付は先着順となり、予算額を超えた時

点で受付を終了します。Z環境課環境

対策係F274-1052（H218）

29 28

新「ガイドマップ」完成
新しいガイドマップが完成しました。

町内の各施設に設置しましたので、

ご利用ください。

Z政策秘書室秘書広報係（H311～313）



　彩の国さいたま第57回お茶まつり狭山茶品評会・

第33回ＦＧＴＣサヤマー2011にて、三芳町茶業研

究会が10年連続で地域振興賞を受賞しました。

　三芳町茶業研究会は、茶の栽培・製造技術の向上、

町の特産品としての普及および消費拡大を目的に活動

しています。皆さんも三芳町産の狭山茶を、ご賞味く

ださい。

　３月10日土、人形劇クラブの子どもたちがペープサー

ト「ゆうびんうさぎとおおかみがぶり」人形劇「さむい

ぞぶるぶる」を一生懸命に練習した成果を発表。

　ゲスト「こーへー」氏によるテーブルマジックでは

『おぉ～～きゃあ～』と驚きの声が飛び交っていました。

児童館イベント

　２月26日日、第43回入間東部駅伝競争大会。三芳町・富士見市・ふじ

み野市(２市１町)のコースを89チームが襷を繋ぎました。

　三芳町では、一般の部で5位「藤久保中学校」が入賞しました。(右写真)

おめでとうございました。

　昭和56年 10月に発足した三芳町郷土芸能保存協

議会。結成30周年記念としての「郷土芸能大会」が、

２月26日日に竹間沢公民館にて開催されました。

　上富・北永井・藤久保・竹間沢地区に伝わるお囃子

や、竹間沢里神楽、竹間沢車人形の熱演が大勢の観客

の皆さんを魅了していました。

　２月29日水藤久保公民館ホールにて、三芳町政策

研究所「未来創造みよし塾」の最終報告会を実施。

市民研究員と職員の研究員からなるプロジェクトチー

ムにより調査・研究を行い「自治基本条例」「公共交通」

「観光のまちづくり」の研究成果が報告されました。

　大東ガス株式会社が創立50周年を記念と社会貢献事

業の一環として、藤久保中学校にガスコンロ等の寄附を

いただきました。町への寄付、ありがとうございました。

郷土芸能を堪能

表敬訪問

寄付贈呈
郷土芸能イベント

町のイベント

２市１町イベント

三芳町郷土芸能保存協議会「郷土芸能大会」

第43回入間東部駅伝

写真館

写真館

Watching町で行われたイベントや活動をお届けします。ご協力をいただいた皆さん、あり

がとうございました。広報に掲載された方で希望者には、写真を差し上げますの

で、政策秘書室にご連絡ください。問政策秘書室秘書広報係(内線312)

05

06

01

04

連続10年、地域振興賞を受賞
三芳町茶業研究会が表敬訪問

力をあわせて襷を繋いだ

02

寄付をいただきました
目録の贈呈式、ガスコンロ点火式

03

未来創造みよし塾
政策研究所成果報告

子どもたちが夢中になった人形劇
開館30周年記念「人形劇まつり」

写真提供：富士見市写真提供：富士見市

写真提供：ふじみ野市写真提供：ふじみ野市
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お知らせ情報はこちらから ▲ ▲ ▲

人口と世帯(平成24年２月末現在)
人口：38,569人(男19,361人/女19,208人)
世帯数：15,527世帯

広報に掲載された方で希望者には、写真を差し上げますので
政策秘書室にご連絡ください。☎258-0019(内線312）みよしのアイドル

どしどしご応募ください！

掲載写真募集中！

広報デビューしてみませんか？

〒354-8555
埼玉県三芳町藤久保1100番地1
三芳町役場　政策秘書室秘書広報係
「みよしのアイドル」係

<メールでの申し込みの場合>

hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jpまで

みよしの

アイドル

こんにちは。

最近、人見知りをするように

なりましたが、ハニカミ笑顔が

とっても可愛いです。

荻島加
か な

奈ちゃん（８ヶ月）

From　北永井

今月のアイドルはこの子！

自慢の我が子が広報に掲載できるチャンスです！
【応募方法】住所、氏名、年齢、夫婦の名前、お子さ
んの名前、メッセージ（30 文字以内）を記入し、写
真を郵送、またはメールで送付ください。（メールの
場合は件名に「みよしのアイドル係」と必ず記入）
【問い合わせ】
政策秘書室秘書広報係☎ 258-0019（内線 312）

「まちのキラリ★」 まちでキラリ★と光る皆さんをご紹介します！

【まちのキラリ★募集中！】

まちのキラリと光る皆さんを募集しています。情報をどしどしお寄せください！

※宗教団体・政治団体・営利目的の方は掲載できません。ご了承ください。

【問い合わせ】 政策秘書室秘書広報係☎ 258-0019 （内線312）

　

今
月
の
キ
ラ
リ
は
北
永
井
在
住

の
高
校
２
年
生
、
斉
藤
義
弘
さ
ん

で
す
。
斉
藤
さ
ん
は
小
学
校
２
年

生
の
時
に
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
に

野
球
観
戦
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
少
年
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
第
84
回
セ
ン
バ
ツ

高
校
野
球
大
会
に
健
大
高
崎
高
校

の
一
員
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
！

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
足
が
速
く
、

町
内
連
合
運
動
会
で
は
リ
レ
ー
大

会
に
出
場
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

小
学
６
年
の
と
き
、
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
で
キ
ャ
プ
テ
ン
に
。「
こ

の
頃
か
ら
本
人
に
責
任
感
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
芽
生
え
た
と
感

じ
ま
し
た
。」
と
お
母
さ
ん
が
教

み
よ
し
か
ら
甲
子
園
に
！え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
母
さ
ん

に
普
段
は
お
と
な
し
い
義
弘
さ
ん
が

送
っ
た
メ
ー
ル
に
は
、
と
っ
て
も
短

い
文
章
で
す
が
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
の

気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

ラちのキラリ★募集中！】ラリ

三芳芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳芳三芳三芳三芳三芳芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳三芳芳三芳芳三芳三三三芳三芳芳芳三芳三芳三三三三 中学校出身

弘斉藤義弘さんさん

斉
藤
義
弘
さ
ん
（
北
永
井
）

将来の夢は英語の

先生になることです。

今は高校の寮に住ん

でいます。 野球に勉

強に頑張ります！

住年

斉
藤
義
弘

町内連合運動会に出場した時の写真。 右

上は義弘さんがお母さんに送ったメール。

、写
ールの
入入入入）

掲載された方には「みらいく

ん＆のぞみちゃんオリジナル

ストラップ」をプレゼント！
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